
回/週

青年期の心理

自己理解　他者理解

自立と依存　共依存

5 アンガーコントロール
6 ペットロス
7 癒しの心理学

定 期 試 験：　２５％
授業参加度：　６０％
 出　　　 席 ：　１５％

筆記試験　レポート

履修上の注意事項

14

15

12

13

＜授業参加度＞各回の内容に応じて授業中の積極的または適切な発言や
良好な授業態度を評価する。レポートや小テスト等で評価する場合もある。
各回の評価を総合して最終評価を決定する。

11

4

8

9

1
発達心理学

2

3

成績評価の方法 最終課題の方法

使用教材

授業の内容及び方法・目的
自己理解、相互理解、相互依存など、心理学の基礎を学び、自己と他者への関りについて学び、人
への理解と好奇心をはぐくみます。また、怒りのコントロールやペットロスについて学びます。

講義概要

科目区分 2年　必修 単位数 1

担当教員 山田　門田　山美　荒木　（学科教員）

教室番号 開講数 8

10

科目名 心理学



回/週

ブラッシングの方法とウイックのブラッシング
実習室の使用方法
実習手順とシャンプーについて
各部のカット方法とウイックのカット
トリミング実習担当講師による実演
トリミング実習の評価に関して

5 動物看護師の仕事と学校での学び　門田
6 動物に関わる仕事の概要と資格について　門田
7 ドッグトレーナーのお仕事と学校での学び　山美

動物業界でも必要な基礎学力と一般常識　荒木

定 期 試 験：　２５％
授業参加度：　６０％
 出　　　 席 ：　１５％

履修上の注意事項

最終課題の方法
上記シラバス内容を包括したテーマに関するレポート

15

14

3

4

11

成績評価の方法

科目区分 1年　必修 単位数

担当教員 山田　門田　山美　荒木　（学科教員）

12

13

1

・ペットトリマー、動物看護師およびドッグトレーナーを中心に共通して学ぶこととその意義を理解する
・各専攻の学校での学び、業界の現状と社会に求められる職業的意義に対する理解を深める
・専攻を自らの意思で選択し、２年間学ぶ意志を確認する
・各専攻に応じた特徴やその事例について見聞と理解を深める
・キャリア設計における自己分析、幅広い視点をもてるようになる

教室番号 開講数 8

使用教材

1

8

9

10

授業の内容及び方法・目的

講義概要
トリミングの役割と仕事
道具の配布道具　使用方法とお手入れ

2

科目名 業界研究Ⅰ

＜授業参加度＞各回の内容に応じて授業中の積極的または適切な発言や
良好な授業態度を評価する。レポートや小テスト等で評価する場合もある。
各回の評価を総合して最終評価を決定する。



週

履修上の注意事項

成績評価の方法 最終課題の方法

科目名 動物形態機能学Ⅰ

科目区分 必修 単位数 1

1
骨の構造

担当教員 門田　英敏

教室番号 開講数 8

10

動物を学ぶ上で必要な基本的整理解剖の知識を修得する。

6
生殖器

13

14

15

2

11

12

骨の名称

3
循環器

使用教材
プリント

授業の内容及び方法・目的

講義概要

最終課題：　　　　　60％
授業参加度：　　　　　35％
出席　　　：　　　　　15％

筆記試験（プリント等の持ち込み無し）

7
皮膚の構造

8
ミクロとマクロ

9

4
泌尿器

5
消化器



　
 グルーミングの作業目的や作業時の道具の種類や用途、グルーミングの歴史や用語を
 学びます。

 他、犬の生態（歴史、体躯構成など）を知り、様々な犬種のスタンダード（犬種標準）と
 カット方法を習得します。

回/週

授業参加度はテキストの不所持、授業に関係ない私語・作業や
居眠り、提出物の遅れや紛失で減点評価とする。
また、授業に関する積極的な質問や発言は加点評価とする。

最終課題：　　　　　40　　％
授業参加度：　　　　50　　％
出席　　　：　　　　　10　　％

筆記試験

履修上の注意事項

14 ヨークシャー・テリアペットクリップ

15 前期最終課題対策

成績評価の方法 最終課題の方法

11 シーズー、マルチーズのスタンダード（沿革・原産国・被毛・毛色など）

12 シーズー、マルチーズのペットクリップ（各部位のカットに仕方・形）

13

科目名 スタンダード美容理論Ⅰ

科目区分 1年　必修 単位数 2

ヨークシャー・テリアのスタンダード（断尾・断耳の歴史も含む）

8 　　　　　〃　　②　　　　　（皮膚、被毛、歯）

9 　　　　　〃　　③　　　　　　

10 グルーミング犬種（ダックスフンド・チワワなど）の各パーツの作り方・カット

5 犬の骨格及び犬体名称と体躯構成

6 グルーミング用語とその意味

7 犬体の各部位の構造とバリエーション①

2 　　　　　〃　　②　　　　　（ブラッシング・コーミング・ベイシング等や足回りなどの

3 　　　　　〃　　③　　　　　　部分カットの仕方を含む）

4 犬種のバラエティを知る

使用教材 テキスト（ドッググルーマーズワークブック・犬種図鑑）、配布プリント

授業の内容及び方法・目的

講義概要

1 各グルーミング作業の目的と道具の種類と用途①

担当教員 （非常勤講師）　伊藤　愛

教室番号 223 開講数 15



回/週

授業の内容及び方法・目的

科目名 伴侶動物学

科目区分 必修 単位数 2

担当教員 小田健郎

教室番号 232教室等 開講数 15

使用教材
動物看護師専攻：「動物看護コアテキスト４」

4
ネコの進化と家畜化①（リビアヤマネコからイエネコへ）

5
イヌの発達行動学①（発達行動のステージ）

講義概要

1
イヌの進化と家畜化①（オオカミからイヌへ）

2
イヌの進化と家畜化②（犬種の成り立ちⅠ）

13
ネコの発達行動学④（遊びの発達）

14
ネコの感覚（視覚、聴覚、嗅覚、）

15
総括

12
ネコの発達行動学③（摂食行動と捕食行動の発達）

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　　　　　　50％

授業参加度：　　　　　　　35％
出席　　　：　　　　　　　15％

筆記試験

履修上の注意事項
授業参加度は毎回の提出物を期限までに守るか、質問対しての積極的な
態度をみることとする。スマートフォンは授業中使用禁止。ただし、講師の指
示があったときのみ使用可。

9
イヌの感覚（視覚、聴覚、嗅覚、触覚、味覚）

10
ネコの発達行動学①（発達行動のステージ）

11
ネコの発達行動学②（感覚器の発達）

6
イヌの発達行動学②（遺伝子による影響、行動特性）

7
イヌの発達行動学③（環境による影響）

8
イヌの発達行動学④（トレーニングによる影響）

3
イヌの進化と家畜化③（犬種の成り立ちⅡ）

・伴侶動物である犬猫の行動を理解するために、発達行動学を基礎とした知識を修得する。
担当教員は公的な動物保護管理実務および犬猫の問題行動に特化した動物診療施設を開設してお
り、動物福祉保護の観点から人と伴侶動物のより良い関係を作るための視点を修得することを重視
する。



回/週
イヌの社会

イヌの社会的な行動②（視覚によるコミュニケーションⅠ）

イヌの社会的な行動③（視覚によるコミュニケ―ションⅡ）

イヌの社会的な行動④（視覚によるコミュニケ―ションⅢ）

イヌの社会

イヌの社会

イヌの社会的な行動⑦（音声によるコミュニケーション）

イヌの社会的な行動⑧（触覚によるコミュニケーション）

イヌの社会的な行動⑨（生殖行動Ⅰ）

イヌの社会的な行動⑩（生殖行動Ⅱ）

イヌの社会的な行⑪（休息行動、摂食行動、飲水行動）

動物行動学Ⅰ

科目区分 必修 単位数 2

科目名

担当教員

使用教材

2

3

4

5

6

小田健郎

教室番号 232教室等 開講数 15

最終課題の方法
定 期 試 験 ： 60　％
授業参加度 ： 25　％
　出　　 席   ： 15　％

筆記試験

履修上の注意事項
授業参加度は毎回の提出物を期限までに守るか、質問対しての積極的な
態度をみることとする。スマートフォンは授業中使用禁止。ただし、講師の指
示があったときのみ使用可。

12

13

14

15

成績評価の方法

7

8

9

10

11

授業の内容及び方法・目的

講義概要

1

・伴侶動物学で学んだことを基に、犬猫の行動学をコミュニケーション及び生得的（本能的）な視点で
理解する。である犬猫の行動を理解するために、発達行動学を基礎とした知識を修得する。
担当教員は公的な動物保護管理実務および犬猫の問題行動に特化した動物診療施設を開設してお
り、動物福祉保護の観点から人と伴侶動物のより良い関係を作るための視点を修得することを重視
する。



回/週

最終課題：　　　　　　　50％
授業参加度：　　　　　　　35％
出席　　　：　　　　　　　15％

筆記試験

5
問題行動の修正

6

7

2
ネコの社会的な行動②（視覚によるコミュニケーション）

3
ネコの社会的な行動③（嗅覚によるコミュニケーション）

4
ネコの社会的な行動④（生殖行動）

授業の内容及び方法・目的

履修上の注意事項
授業参加度は毎回の提出物を期限までに守るか、質問対しての積極的な

態度をみることとする。スマートフォンは授業中使用禁止。ただし、講師の指
示があったときのみ使用可。

14

15

成績評価の方法 最終課題の方法

11

12

13

8

9

10

講義概要

1
ネコの社会的な行動①（猫の基本、集団でも暮せる理由）

科目名 動物行動学Ⅱ

科目区分 2年　必修 単位数 2

担当教員 小田健郎 (非常勤講師)

教室番号 開講数 15

使用教材

ネコの社会的な行動、維持行動を学ぶ。
問題行動の修正について学ぶ。



回/週

履修上の注意事項
授業参加度は毎回の提出物を期限までに守るか、質問対しての積極的な
態度をみることとする。スマートフォンは授業中使用禁止。ただし、講師の指
示があったときのみ使用可。

15
総括

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　　　　　　50％

授業参加度：　　　　　　　35％
出席　　　：　　　　　　　15％

筆記試験

13
世界における動物の福祉①

14
世界における動物の福祉②

9
ペットとして飼育される動物の福祉について

10
産業動物として飼育される動物の福祉について

11
展示動物として飼育される動物の福祉について

動物の福祉を扱う法令①

7
動物の福祉を扱う法令②

8
動物の福祉を扱う法令③

授業の内容及び方法・目的

講義概要

1
動物の福祉についての考え方①

竹田真弓（非常勤講師）

教室番号 開講数 15

動物福祉・倫理

科目区分 2年　必修 単位数 2

12
野生動物の福祉について

科目名

担当教員

使用教材

2
動物の福祉についての考え方②

3
動物の福祉についての考え方③

4
動物の福祉についての考え方④

5
動物の福祉についての考え方⑤

6

動物の福祉を考える上で必要なことを学ぶ。



1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

＜開講数＞
＜授業参加度＞

「笑う門には福来る」：犬猫との時間を楽しもう！

授業の内容及び方法・目的

講義概要
「犬猫を日々世話すること」の大切さ、難しさ、素晴らしさ
「コミュニケーション」仲間で仕事をすることと個人で仕事をすることの違い

科目区分 必修 単位数 2

担当教員 山美　希実　（学科教員）

教室番号 学内各実習室　232教室等 開講数 45

使用教材

成績評価の方法 最終課題の方法
定 期 試 験： ２５％
授業参加度： ６０％
　出　　 席　： １５％

シラバスの内容を出題範囲とした筆記試験を行う

担当犬に行う投薬、ワクチン接種等の実際と獣医師との関わり方
「わからない時にどうするか？」　仲間、先輩、教員とのコミュニケーション
体重を持って感じる、体温を触ってつかむ、機器を使って測定する
「写真・動画・SNS」魅力を伝える力＆日常の中で後から気がつく違いに役立つ！

「動物（生命）の仕事を行うための時間管理」学校生活とプライベートと両立
「まずは名前から！！」学校犬猫の名前を覚える
犬が人と調和した生活を営むために必要な「運動」を提供する
犬の散歩
犬の生活環境を整える

困ったときに：出来る範囲で積極的に穴を埋めよう！手を差し伸べよう！先輩先生に相

皆がその日起こったこと、行わなければならないことを把握できる記録
「記録」：日誌の意義と記入のしかた
ミーティングと情報共有
犬とのコミュニケーション
猫とのコミュニケーション

猫の給餌と健康管理
排泄と健康管理
掃除洗濯衛生管理
消毒の考え方と実際
整理整頓：犬猫に異物摂食等を健康被害を起こさせないために

動物飼育実習Ⅰ科目名

・ 当番の時間を守り、どの仕事においても必須な時間管理を身につる
・ 日々の当番を通じて、どの犬猫においても共通する「基本」としての飼養飼育管理ができるようにな
る。
・ 集団で飼育飼養管理を行うための情報共有ができるようになる
・ 犬との基礎的かつ適切なコミュニケーション、散歩、運動ができるようになる
個々に動物飼育実習日誌を配布し、記入すること
◎上記の内容を、担当教員の実務経験【動物取扱業】を活用し、実際の保管や訓練について犬を用
いて実践的に指導する。

履修上の
注意事項 ※シラバスの順番は開講順ではなく、順序問わず本授業内で繰り返し行わ

れる



1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

授業の内容及び方法・目的

講義概要
「犬猫を日々世話すること」の大切さ、難しさ、素晴らしさ

山美希実　山田由香　門田英敏（学科教員）

教室番号 学内各実習室　232教室等 開講数 23

科目区分 2年　必修 単位数 1

担当教員

使用教材

「コミュニケーション」仲間で仕事をすることと個人で仕事をすることの違い
「動物（生命）の仕事を行うための時間管理」学校生活とプライベートと両立
「まずは名前から！！」学校犬猫の名前を覚える
犬が人と調和した生活を営むために必要な「運動」を提供する
犬の散歩
犬の生活環境を整える
猫の給餌と健康管理
排泄と健康管理
掃除洗濯衛生管理

定 期 試 験： ２５％
授業参加度： ６０％
　出　　 席　： １５％

シラバスの内容を出題範囲とした筆記試験を行う

＜開講数＞
＜授業参加度＞

「写真・動画・SNS」魅力を伝える力＆日常の中で後から気がつく違いに役立つ！

整理整頓：犬猫に異物摂食等を健康被害を起こさせないために
皆がその日起こったこと、行わなければならないことを把握できる記録
「記録」：日誌の意義と記入のしかた
ミーティングと情報共有

科目名 動物飼育実習Ⅱ

・ 1年次の内容を踏まえ、後輩への指導を通じてレベルアップを図り、指導力とチームワークを修得す
る。

※シラバスの順番は開講順ではなく、順序問わず本授業内で繰り返し行わ
れる

困ったときに：出来る範囲で積極的に穴を埋めよう！手を差し伸べよう！先輩先生に相
「笑う門には福来る」：犬猫との時間を楽しもう！

成績評価の方法 最終課題の方法

犬とのコミュニケーション
猫とのコミュニケーション
担当犬に行う投薬、ワクチン接種等の実際と獣医師との関わり方
「わからない時にどうするか？」　仲間、先輩、教員とのコミュニケーション
体重を持って感じる、体温を触ってつかむ、機器を使って測定する

消毒の考え方と実際

履修上の
注意事項



回/週 講義概要

担当教員 今木康彦（非常勤講師）

教室番号 232教室等 開講数 15

6
アニマル・セラピーの概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　動物介在介入、動物介在療法、動物介在活動、動物介在教育

1 人と動物の関係の歴史①　西洋社会　狩猟・採集型の移動生活

2 人と動物の関係の歴史②　西洋社会　農耕社会

3 人と動物の関係の歴史③　西洋社会　コンパニオンとしての動物

使用教材

授業の内容及び方法・目的

科目名 動物人間関係学

科目区分 必修 単位数 2

9 アニマル・セラピーの歴史③　精神疾患治療に導入された動物との触れ合い

4 人と動物の関係の歴史④　日本社会　農耕生活とアニミズム信仰

5 人と動物の関係の歴史⑤　日本社会　日本仏教的動物観

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　　　　６０％
授業参加度：　　　　２５％
出席　　　：　　　　　１５％

記述試験

履修上の注意事項

13 介在動物の選定と動物福祉

14 アニマル・セラピーの様々な方法

15 ペット・ロスについて

10 動物から得られる人への効果①　　１）身体的効果

11 動物から得られる人への効果②　　２）心理的効果

12 動物から得られる人への効果③　　３）社会的効果

7 アニマル・セラピーの歴史①　最も長い歴史を持つ乗馬療法

8 アニマル・セラピーの歴史②　盲導犬の発祥

授業の目的は、人と動物の絆（Human Animal Bond；HAB）の理念と動物介在介入（以下、アニマル・
セラピー）を理解することである。アニマル・セラピーは、学問的にまだ未熟であり、世界的にも事例を
集め理論化し、その可能性を模索・実践している分野である。人と動物の絆（Human Animal Bond；
HAB）の理念および動物介在介入（以下、アニマル・セラピー）の具体的な実践方法である動物介在
活動、動物介在療法、動物介在教育について映像を使いながら授業を進めていくこととする。
・上記の内容は、担当教員の獣医療および社会福祉士および実務家としての経歴を活かし、動物に
偏りがちな学生の視点を「人・社会とのつながり」を常に考える意識と態度を涵養する。



回/週

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　　　　６０％
授業参加度：　　　　２５％
出席　　　：　　　　　１５％

記述試験

履修上の注意事項

13 介在動物の選定と動物福祉

14 アニマル・セラピーの様々な方法

15 ペット・ロスについて

10 動物から得られる人への効果①　　１）身体的効果

11 動物から得られる人への効果②　　２）心理的効果

12 動物から得られる人への効果③　　３）社会的効果

科目名 動物人間関係学

科目区分 2年　必修 単位数 2

7 アニマル・セラピーの歴史①　最も長い歴史を持つ乗馬療法

8 アニマル・セラピーの歴史②　盲導犬の発祥

9 アニマル・セラピーの歴史③　精神疾患治療に導入された動物との触れ合い

4 人と動物の関係の歴史④　日本社会　農耕生活とアニミズム信仰

5 人と動物の関係の歴史⑤　日本社会　日本仏教的動物観

6
アニマル・セラピーの概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　動物介在介入、動物介在療法、動物介在活動、動物介在教育

1 人と動物の関係の歴史①　西洋社会　狩猟・採集型の移動生活

2 人と動物の関係の歴史②　西洋社会　農耕社会

3 人と動物の関係の歴史③　西洋社会　コンパニオンとしての動物

使用教材

授業の内容及び方法・目的

講義概要

担当教員 今木康彦（非常勤講師）

教室番号 開講数 15

授業の目的は、人と動物の絆（Human Animal Bond；HAB）の理念と動物介在介入（以下、アニマル・
セラピー）を理解することである。アニマル・セラピーは、学問的にまだ未熟であり、世界的にも事例を
集め理論化し、その可能性を模索・実践している分野である。人と動物の絆（Human Animal Bond；
HAB）の理念および動物介在介入（以下、アニマル・セラピー）の具体的な実践方法である動物介在
活動、動物介在療法、動物介在教育について映像を使いながら授業を進めていくこととする。



回/週

履修上の注意事項

評価の詳細
最終課題：100点満点を20％計算

授業参加度：各項目・作業における実習中のチェック（道具の使用、犬対
応、清掃・消毒、爪きり、足裏バリカン、シャンプー、ドライング、耳掃除、ブ
ラッシング、その他）の10項目3点～1点で毎回の授業で評価。欠席は0点
1日の平均点3～2.1→3　　2.09～1.5→2　1.49～１→1　　0→0　
以上を12回の授業参加点合計が　
36～31→70点　　　30～26→60点　　25～21点→50点
20～16→40点　　  15～13→30点　　12～      →20点

出席点：出席率100％→10　　90％以上→9　　80％以上→6
                 　                 　 75％以上→4　　75％未満→0

下記内容を24コマ12回の実習を通して連続的に学びます

スリッカー・コーム・爪きり・バリカン・カンシ・トリミングリードなどの道具の使い方

爪きり・足裏のバリカン・耳掃除・ブラッシング・シャンプー・タウエリング・コーミング
ドライングの方法

実習室・機材の清掃や消毒の効果と重要性

2コマごとにブリーダー、犬種が変更。犬種・年齢・状態に合わせた対応

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　　２０　％

授業参加度：　　　７０　％
出席　　　：　　１０　　％

筆記試験

使用教材 トリミング道具　配布プリント　

授業の内容及び方法・目的

講義概要

担当教員 (学科教員）山田  　 （非常勤講師)伊藤　銭谷　瀧　秋山　　　

教室番号 トリミング実習室 開講数 46

科目名 トリミング実習Ⅰ・Ⅱ

科目区分 1年　必修 単位数 2

犬が健康で快適な生活を送るために必要なグルーミング。
実際に様々な犬種に触れながら、犬の事を考え、犬とのコミュニケーションをとります。
その中でトリミングの基本であるベーシックを行なうための第一歩となる道具の使用・犬への対応・
シャンプーの基礎を修得します。
また、ペアとなる人とのコミュニケーション、実習室内全体への気配りを大切にしてもらいます。



9 犬種ごとの足回りカット

10 触覚毛カット

5 ベーシックの時間と完成度：足裏バリカン

6 ベーシックの時間と完成度：耳掃除

7 ベーシックの時間と完成度：シャンプー

犬とのコミュニケーションと犬体コントロールと保定

3 道具の使用法

4 ベーシックの時間と完成度：爪切り

授業の内容及び方法・目的

講義概要

1 犬体チェック（皮膚・被毛・耳・目・その他健康状態）

最終課題：　　20　　　％
授業参加度：　　70　　　％
出席　　　：　　　10　　％

実技試験

履修上の注意事項

評価の詳細
授業参加度：各項目・作業における実習中のチェック（道具の使用、犬対
応、爪きり、足裏バリカン、シャンプー、ドライング、ブラッシング、スピード、
保定、その他）の10項目3点～1点で毎回の授業で評価。欠席は0点
1日の平均点3～2.1→3　　2.09～1.5→2　1.49～１→1　　0→0　

14 実習室内全体への気配り

15 ペアとのコミュニケーション

成績評価の方法 最終課題の方法

11 受付と接客

12 カルテ内容の把握と記入

13 清掃・消毒

8 ベーシックの時間と完成度：ドライング

科目名 トリミング実習Ⅲ・Ⅳ

担当教員 非常勤講師　伊藤・銭谷・秋山・瀧、　学科教員　山田

教室番号 トリミング実習室Ａ・Ｂ 開講数 46

使用教材
トリミング道具・配布プリント

2

科目区分 2年　必修 単位数 2

常に犬のことを考え、犬とのコミュニケーションを大切にしながら犬の扱い・声かけ、保定法及び犬体
コントロールを学びます。トリミング実習Ⅰ・Ⅱで修得したベーシックのスピードＵＰと完成度を高め限ら
れた時間内でのグルーミングを修得します。



担当教員 契約施設　担任

業界研修Ⅰ科目名

接客対応

4 記録

14

11

12

13

8

9

10

5 振り返り

最終課題：　　20　　　％
授業参加度：　　70　　　％
出席　　　：　　　10　　％

平常点・振り返り・実習での評価

履修上の注意事項

教室番号 開講数 23

使用教材

授業の内容及び方法・目的

講義概要

1 実務

15

成績評価の方法 最終課題の方法

6

7

2 清掃

3

科目区分 2年　必修 単位数 1

業界と連携した学外実習先において、学内で学んだ基礎・応用知識を確認し、チームで働くことができ
るようになります。



7

8

PowerPoint：スライドショー
データの共有

1

2

3

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　20　　　％

授業参加度：　　70　　　％
出席　　　：　　　10　　％

平常点
筆記試験

履修上の注意事項

PC操作の基本
WORD：基本
WORD：文書作成
WORD：グラフィック機能
WORD：表
Excel：基本
Excel：データ入力
Excel：表
Excel：グラフ

契約施設　担任

教室番号 開講数 15

総合問題

4

5

6

Excel：データ分析
PowerPoint：基本
PowerPoint：プレゼンテーション

科目名 PCスタンダード

使用教材

授業の内容及び方法・目的

講義概要

担当教員

科目区分
1年　選択必修

トレーナー・動物看護
単位数 1

PCの基本操作および文書作成、表計算およびプレゼンテーションソフトが使えるようになります。



履修上の注意事項

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　65　　％

授業参加度：　　20　　　％
出席　　　：　　　15　　％

平常点
筆記試験

両生類　爬虫類

授業の内容及び方法・目的

講義概要

1
エキゾチックアニマルとは

教室番号 開講数 15

使用教材

フェレット

6

担当教員 契約施設　担任

鳥

2
ウサギ

3
ハムスター

7
チンチラ

8

4
ラット

5

科目名 エキゾチックアニマル

科目区分
2年　選択必修

動物看護
単位数 2

エキゾチック動物の歴史、飼育管理方法および生態について学びます。



週
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

科目名 動物形態機能学Ⅱ

科目区分
選択必修

動物看護師専攻1年
単位数 7

担当教員 三浦　希

教室番号 232または233 開講数 53

使用教材
1.ナビ犬POLOくんとやさしく学ぶ　新　犬と猫のからだのしくみ
2.配布プリント

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　　　　60％

授業参加度：　　　　　35％
出席　　　：　　　　　15％

筆記試験（プリント等の持ち込み無し）

授業の内容及び方法・目的

講義概要

動物看護師の養成に必要な専門基礎分野の１つとして、また、他教科の基礎
として不可欠である、解剖生理学や比較解剖学、基礎的な栄養学などの知識を
習得する。

履修上の注意事項

講義時間内に、おおよそ一区切りごとに確認問題を配付する。回答時間を
設けた後、適宜指名して回答してもらい、その後解答と解説を行う、もしくは
宿題として次の講義で提出してもらい、採点して返却する。講義中の質疑等
に加えて学修状況として評価の対象となる。

6.　心臓・血管（心臓）
6.　心臓・血管（血管）
7. 肝臓/8. 膵臓/9. 胃腸　→（消化器系：消化管）
7. 肝臓/8. 膵臓/9. 胃腸　→（消化器系：消化腺、代表的な疾患）
10. 腎臓・膀胱
11. 精巣・陰茎・卵巣・子宮
12. 骨

5.　咽喉頭・気管・肺（呼吸の仕組み、代表的な疾患）

体の基本構造(細胞)
　　　　　〃　　（組織）
　　　　　〃　　（体液、体腔）
1.　脳・脊髄・神経（神経のはたらき、分類）
1.　脳・脊髄・神経（脳）
1.　脳・脊髄・神経（脊髄、神経系、代表的な疾患）
2.　耳・眼（感覚器系について、眼）
2.　耳・眼（聴覚、平衡感覚）
2.　耳・眼（その他の感覚、代表的な疾患）
3.　ホルモン（内分泌器）
3.　ホルモン（視床下部、下垂体）
3.　ホルモン（甲状腺、上皮小体）
3.　ホルモン（副腎皮質、その他のホルモン、代表的な疾患）
4.　リンパ・免疫
5.　咽喉頭・気管・肺（気道）



実践的な動物看護を学ぶ前の、その基礎となる概念や、
動物看護の場についての理解・果たす役割について学ぶ。

回/週

最終課題：　　　50　　％
授業参加度：　　　50　　　％

出席　　　：　　　0　　　％

筆記試験

12
動物福祉、あなたならこんな時どうする？

13
動物看護師の仕事①（動物看護師の役割・仕事、会計業務から診療補助・看護ケア）

14

15
動物看護師の仕事③（電話応対、問診の取り方、備品在庫、カルテ管理）

成績評価の方法 最終課題の方法

科目名

担当教員

使用教材

2
動物看護とは・動物看護における倫理綱領・それぞれの看護観

3
動物看護における倫理綱領(動物福祉、家畜の５つの自由、個別性に配慮した等しい看護)

4
動物看護における倫理綱領（インフォームドコンセント、知る権利）

5
動物看護における倫理綱領（個人情報保護、守秘義務、動物愛護法、安楽死）

6

動物看護師の仕事②（飼い主とのコミュニケーション、あいさつ、受付業務）

9
動物看護における倫理綱領（社会からの信頼、人獣共通感染症）

10
動物看護における倫理綱領（医療廃棄物処理、動物看護職の社会的認知）

11
ＱＯＬ、動物看護師から見たインフォームドコンセント、安楽死、ペットロス

動物看護における倫理綱領（看護責任、動物看護の継続性）

7
動物看護における倫理綱領（動物看護の知識・技術の向上、看護サマリー）

8
動物看護における倫理綱領（動物看護過程、専門的知識・技術を学んでいくためには）

授業の内容及び方法・目的

履修上の注意事項
小テスト、レポート

竹原　晶代　　　　　（非常勤講師）

教室番号 開講数 30

動物看護学概論

科目区分
選択必修

1年動物看護師専攻
単位数 2

講義概要

1
動物看護師とはどのような職業なのか



回/週

13
14
15

履修上の注意事項
授業参加度は質疑応答、受講態度、製作物等による。
正当不正当等に関わらず、積極性を評価する。

食餌で気をつけること
まとめ

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　　　　　　60％
授業参加度：　　　　　　25％
出席　　　：　　　　　　　15％

筆記試験

11
フードの保存方法

12
痩せ・肥満と給餌法

日頃の健康管理

8

2
味覚の違い

3
好きな食材・嫌いな食材

4
避けたい食材・注意が必要な食材

授業の内容及び方法・目的

科目名 動物臨床栄養学Ⅰ

科目区分
1年動物看護・ドッグトレーナー

選択必修
単位数 2

担当教員 門田　英敏 （学科教員）

教室番号 開講数 16

使用教材

講義概要

1
ヒト・イヌ・ネコ　必要な栄養素の違い

６大栄養素の基礎を修得する
適切なフードを選べる
手作りフードのメリットとデメリットを理解する
給仕量の調整が理論的に実施できる

犬用フードを作ってみよう

9
猫用フードを作ってみよう

10
アレルギー用フードを作ってみよう

5
市販フードの種類と選び方

6
表示の見方

7
手つくりフードの利点と注意点



回/週

13
14
15

履修上の注意事項
○授業の理解度を確認するための小テストを適宜実施する。
○授業全体の理解度の評価は最終課題とする。

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　　　　　　60％
授業参加度：　　　　　　25％
出席　　　：　　　　　　　15％

筆記試験

11

12

科目名 臨床動物看護学Ⅰ

科目区分
2年動物看護

選択必修
単位数 2

担当教員 今木　康彦 （非常勤講師）

教室番号 開講数 15

使用教材

8

9

10

授業の内容及び方法・目的

講義概要

1
一般血液検査

5
呼吸器系の看護

6
泌尿器系の看護

7

2
体温

3
体の仕組み

4
循環器系の看護

動物の疾病ごとの看護について、動物看護過程をふまえ動物看護方法を学ぶ



回/週

4

5

実験動物とその種類

実験動物の倫理

法律　資格

実験動物各論

6

7

3

授業の内容及び方法・目的

講義概要

8

9

10

11

1

2

担当教員 徳田龍弘　（非常勤講師）

1

科目名 実験動物学

科目区分
選択必修

2年動物看護師専攻
単位数

教室番号 開講数 8

使用教材 プロジェクター

成績評価の方法
最終課題：60％
授業参加度：10％
出席：30％

最終課題の方法
ペーパーテスト
提出レポートは授業参加度での配点とする。

12

・実験動物の役割と目的を理解する
・動物福祉の観点から人と動物の関係を考え、共生等を検討する

履修上の注意事項

・モバイル機器の使用【可】　ただしWEB等への公開はしないこと
・点呼時はこちらを見て手を上げて返事をすること
・動物に関する新しいトピックがあれば授業中に紹介することがあります
・配布プリントを、レポートして提出してもらうことがあります



回/週

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：60％
授業参加度：10％
出席：30％

ペーパーテスト
提出レポートは授業参加度での配点とする。

使用教材 プロジェクター

授業の内容及び方法・目的

講義概要

担当教員 徳田龍弘　（非常勤講師）

教室番号 開講数 15

10

11

12

7 まとめ、補足

8

9

4 野生動物・展示動物④　用語解説ほか

5 野生動物・展示動物⑤　法規関係

6 野生動物・展示動物⑥　

科目名 野生動物学

科目区分
選択必修

2年動物看護師専攻
単位数 2

1 野生動物・展示動物①　動物に関わる仕事、分類

2 野生動物・展示動物②　分類

3 野生動物・展示動物③　外来生物

・展示動物の役割と目的を理解する
・野生動物と環境保全を理解する
・動物福祉の観点から人と動物の関係を考え、共生等を検討する

履修上の注意事項

・モバイル機器の使用【可】　ただしWEB等への公開はしないこと
・点呼時はこちらを見て手を上げて返事をすること
・動物に関する新しいトピックがあれば授業中に紹介することがあります
・配布プリントを、レポートして提出してもらうことがあります
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6

7

教室番号 開講数 15臨床検査実習室

3

4

5

授業の内容及び方法・目的

講義概要

使用教材

1

2

顕微鏡を知る（部位の名称）

顕微鏡を扱う（ピントを合わせる・倍率を変更する・適切な光量を設定できる）

糞便の官能検査（×１の世界が最も大切）

糞便の顕微鏡検査（標本の作製と直接法による鏡顕）

糞便の顕微鏡検査（直接法の復習と浮遊法）

糞便の顕微鏡検査（犬猫以外）

消化管内寄生虫卵の観察

担当教員 門田　英敏　（学科教員）

科目名 動物臨床検査学Ⅰ

成績評価の方法
定 期 試 験 ： 60　％
授業参加度 ： 25　％
　出　　 席   ： 15　％

履修上の注意事項
授業参加度は質疑応答、小テスト、提出物等による

最終課題の方法
筆記試験

15

8

9

10

11

12

13

14
総合的な検査

まとめ

バイタルチェック

尿検査（比重・尿試験紙・採尿法）

発情周期、兆候

膣スメア検査

外耳炎と耳垢染色

眼科検査（フロオロセイン染色）

選択必修
1年動物看護・ﾄﾚｰﾅｰ専攻

科目区分 単位数 1

・顕微鏡を用いた糞便検査ができるようになる
・採尿、尿試験紙による検査ができるようになる
・官能検査の重要性を理解する
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13
14
15

最終課題：　　　　　　　60％
授業参加度：　　　　　　25％
出席　　　：　　　　　　　15％

筆記試験

履修上の注意事項
○授業の理解度を確認するための小テストを適宜実施する。
○授業全体の理解度の評価は最終課題とする。

成績評価の方法 最終課題の方法

10

11
若齢動物の看護

12
高齢動物の看護

7
眼科疾患の看護

8
皮膚疾患の看護

9
感染性疾患の看護

4
筋骨格系疾患の看護

5
リハビリテーション

6
繁殖・生殖器系・新生子疾患の看護

1
消化器系疾患の看護

2
内分泌系疾患の看護

3
脳神経疾患の看護

使用教材

授業の内容及び方法・目的

講義概要

担当教員 今木　康彦 （非常勤講師）

教室番号 開講数 15

担がん動物の看護

科目名 臨床動物看護学Ⅱ

科目区分
2年動物看護

選択必修
単位数 1

動物の疾病ごとの看護について、動物看護過程をふまえ動物看護方法を学ぶ
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成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　　　　　　60％
授業参加度：　　　　　　25％
出席　　　：　　　　　　　15％

筆記試験

12

授業の内容及び方法・目的

講義概要

1
脳神経疾患

履修上の注意事項
授業参加度は質疑応答、小テスト、提出物等による。
正当不正当等に関わらず、積極性を発揮する行為に対して評価する。

15
担がん動物

臨床動物看護学Ⅲ

科目区分
自由選択

2年動物看護師専攻
単位数 3

科目名

担当教員

使用教材

2
筋骨格系疾患　整形外科疾患

3
リハビリテーション

4
消化器系疾患

5
呼吸器系疾患

6

内分泌系疾患

13
感染性疾患

14
寄生虫疾患

門田　英敏

教室番号 開講数 45

9
皮膚科疾患

10
眼科疾患

11
血液疾患

循環器系疾患

7
泌尿器系疾患

8
繁殖・生殖器系疾患

器官系別に代表的な症状、検査法、治療法および看護法を学び、類症鑑別ができるようになる。



1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

実習：粗飼料と濃厚飼料
実習：消毒
実習：ミルキングパーラー
実習：搾乳作業

牛

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　　　35％
授業参加度：　　 50％
出席　　　：　　　　15％

レポートを課す

履修上の注意事項
新得町レディースファームスクール等で実施する実習を含む

実習：肉牛牧場見学
実習：食品化工場見学（チーズ）
実習：馬の飼養管理
実習：馬の動物病院
実習：乗馬

実習：乳牛飼養管理
実習：乳牛の給餌
実習：乳牛の衛生管理
実習：乳牛の放牧
実習：食品加工体験（アイスクリーム）

実習：飼養管理等酪農作業全般

豚
ニワトリ
羊　山羊
実習オリエンテーション

授業の内容及び方法・目的

講義概要
オリエンテーション：産業動物、伴侶動物、野生動物
産業動物と獣医師および法律　家畜伝染病予防法　動物の福祉
馬

科目名 産業動物学

科目区分
選択必修

1年動物看護師専攻
単位数 1

担当教員 門田英敏（学科教員）　

教室番号 開講数 23

使用教材

牛を中心とした産業動物について、基本的な知識と現場実習を通して学ぶ。
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犬猫の診療の助手と犬の保定及び基本的な血液生化学検査と

尿検査を行なえるようになりましょう。

46

履修上の注意事項

記述試験

尿検査、静脈内輸液（ⒶP44-47、68-75）

超音波エコー（ⒷP123-126）

心電図（ⒶP58-61）

レントゲン（ⒶP50-57）

最終課題：　　　　50　％
授業参加度：　　　　50　％
出席　　　：　　　　　　　％

静脈内留置針（ⒶP65-75）

輸液（Ⓐ64-65、68-71）

11

12

成績評価の方法 最終課題の方法

9

10

5

6

7

8

調剤（ⒶP92-98）

Ⓐ動物看護学テキスト（ファームプレス）谷口著
Ⓑ動物看護の実践６（ファームプレス）

授業の内容及び方法・目的

4

動物看護師の視点で看護実技を修得します。

講義概要
一般身体検査、保定法、エリザベスカラー、経口投与
（ⒶP16-25、76-88、97-98）

1

使用教材

点眼点耳、カルテ英語、心音の聴診（ⒶP24、127-128）
2

3
注射法、採血（ⒶP99-103、80-85、26）

血液検査（ⒶP26-41）

科目名 動物内科看護学実習

科目区分
1年　選択必修

動物看護
単位数

担当教員 高砂　友美　（非常勤講師）

教室番号 開講数

2
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最終課題：　　　　50　％
授業参加度：　　　　50　％
出席　　　：　　　　　　　％

記述試験

履修上の注意事項

犬猫の診療の助手と犬の保定及び基本的な血液生化学検査と

尿検査を行なえるようになりましょう。

11
レントゲン（ⒶP50-57）

12

成績評価の方法 最終課題の方法

8
尿検査、静脈内輸液（ⒶP44-47、68-75）

9
超音波エコー（ⒷP123-126）

10
心電図（ⒶP58-61）

5
静脈内留置針（ⒶP65-75）

6
輸液（Ⓐ64-65、68-71）

7
調剤（ⒶP92-98）

2
点眼点耳、カルテ英語、心音の聴診（ⒶP24、127-128）

3
注射法、採血（ⒶP99-103、80-85、26）

4
血液検査（ⒶP26-41）

講義概要

1
一般身体検査、保定法、エリザベスカラー、経口投与
（ⒶP16-25、76-88、97-98）

使用教材
Ⓐ動物看護学テキスト（ファームプレス）谷口著
Ⓑ動物看護の実践６（ファームプレス）

授業の内容及び方法・目的

担当教員 中澤　茂樹　（非常勤講師）

教室番号 開講数 46

科目名 動物内科検査学実習

科目区分
1年　選択必修

動物看護
単位数 2

獣医師と連携した技能技術を修得します。



成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　20　　　％

授業参加度：　　70　　　％
出席　　　：　　　10　　％

平常点・振り返り・実習での評価

履修上の注意事項

13

14

15

10

11

12

使用教材

授業の内容及び方法・目的

講義概要

担当教員 契約施設　担任

教室番号 開講数 46

科目名 動物看護総合実習Ⅰ

7

8

9

4 記録

5 振り返り

6

1 実務

2 清掃

3 接客対応

科目区分
1年　選択必修

動物看護
単位数 2

業界と連携した学外実習先において、見学を中心とした学びを通じて、業界への理解を深め、モチ
ベーションの向上を図ります。



成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　20　　　％

授業参加度：　　70　　　％
出席　　　：　　　10　　％

平常点・振り返り・実習での評価

履修上の注意事項

13

14

15

10

11

12

使用教材

授業の内容及び方法・目的

講義概要

担当教員 契約施設　担任

教室番号 開講数 23

科目名 動物看護総合実習Ⅱ

7

8

9

4 記録

5 振り返り

6

1 実務

2 清掃

3 接客対応

業界と連携した学外実習先において、これまで学んだ知識と技術を現場で応用し、臨機応変な対応と
傷病動物等への視点および飼い主やお客様など人への視点を養います。

2年　選択必修
動物看護

単位数 1科目区分



成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　20　　　％

授業参加度：　　70　　　％
出席　　　：　　　10　　％

平常点・振り返り・実習での評価

履修上の注意事項

13

14

15

10

11

12

使用教材

授業の内容及び方法・目的

講義概要

担当教員 契約施設　担任

教室番号 開講数 23

科目名 業界研修Ⅱ

7

8

9

4 記録

5 振り返り

6

1 実務

2 清掃

3 接客対応

科目区分
2年　選択必修

動物看護
単位数 1

業界と連携した学外実習先において、体験を中心とした学びを通じて、業界への理解を深め、モチ
ベーションの向上を図ります。



14
15

成績評価の方法
最終課題：　　　　　　　60％
授業参加度：　　　　　　25％
出席　　　：　　　　　　　15％

履修上の注意事項
授業参加度は質疑応答、小テスト、提出物等による。
正当不正当等に関わらず、積極性を発揮する行為に対して評価する。

最終課題の方法
筆記試験

担当教員 高砂　友美　　（非常勤講師）

1

科目名 動物臨床看護学実習

科目区分
選択必修

2年動物看護師専攻
単位数

6

7

教室番号 開講数 23

3

4

5

授業の内容及び方法・目的

講義概要

使用教材

1

2

13

老齢動物の看護

シニア期の飼育管理

認知障害の改善

動物医療グリーフケア

ターミナルケア

8

9

10

11

12

安楽死
動物の死の取り扱い

子犬子猫の健康管理

子犬のワクチン

子猫のワクチン

子犬の食餌

コミュニケーションと社会的刺激

子犬・子猫の飼育管理

老犬老猫の機能変化

QOL

抵抗力の低い幼齢期および高齢期に注意するべきことを理解する。
しつけや社会化との連続性を理解する。
上記の内容を中心として、看護過程の考え方をディスカッション等を通じて発展的に理解修得する。
最も長い高齢期における飼主と動物との関わりを考察できる。



14
15

成績評価の方法
最終課題：　　　　　　　10％
授業参加度：　　　　　 75％
出席　　　：　　　　　　　15％

履修上の注意事項
「特定NPO法人北海道しっぽの会」現場実習
「環境省ウトナイ湖野生鳥獣保護センター」見学訪問
動物愛護イベントの参加

最終課題の方法
レポート

担当教員 門田　英敏　（学科教員）

1

科目名 動物愛護保護実習

科目区分
2年　選択必修

動物看護・ドッグトレーナー
単位数

6

7

教室番号 開講数 23

3

4

5

授業の内容及び方法・目的

講義概要

使用教材

1

2

野生鳥獣保護

動物愛護イベントにおける啓蒙活動の実際

8

保護犬の衛生管理

保護犬の美容

保護犬の運動・馴化

保護猫の飼養管理

保護犬猫の健康管理

収益グッズの作成

多頭飼育猫と保護団体

9

10

11

12

13

動物保護の現場へ赴き、犬猫の保護活動の実務を学ぶ。
スタッフの方々およびボランティアの方々からその態度姿勢を学ぶ。
各々の専門現場および卒業後の進路で動物保護の現場経験を活かす。
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15

便検査：草食獣（原虫の観察）

14

8

9

10

11

12

13

教室番号 開講数 23臨床検査実習室

3

授業の内容及び方法・目的

講義概要

使用教材

1

2

6

7

担当教員 門田　英敏

1

まとめ

オリエンテーション

細菌検査：培地の作成

細菌検査：無菌操作

細菌検査：画線培養とシングルコロニー

細菌検査：コンラージ

細菌検査：グラム染色

細菌検査：薬剤感受性試験

4

5

病理組織検査と診断書の読み方

保護猫に多い病気とその検査

細菌検査：選択培地

フィラリアの検査と薬剤投与量

尿検査：ストルバイト結晶の考え方

便検査：回虫卵の観察

科目名 動物臨床検査学実習

科目区分
選択必修

2年動物看護師専攻
単位数

成績評価の方法
最終課題：　　　　　　　60％
授業参加度：　　　　　　25％
出席　　　：　　　　　　　15％

履修上の注意事項
授業参加度は質疑応答、小テスト、提出物等による。
正当不正当等に関わらず、積極性を発揮する行為に対して評価する。

最終課題の方法
筆記試験

学内飼育動物でみられるさまざまな動物たちを検体として、これまでに修得した技能技術を深めてい
く。特に細菌検査の考え方と技法を中心に学ぶ。



回/週

科目名 動物外科看護学実習

2

46

科目区分
選択必修

2年動物看護師専攻
単位数

担当教員 中澤　茂樹　　　　　　　　（非常勤講師）

教室番号 開講数

最終課題：　　　　50　％
授業参加度：　　　　50　％
出席　　　：　　　　　　　％

履修上の注意事項

記述試験
成績評価の方法 最終課題の方法

12

術中麻酔モニター（ⒶP30-32、58-62）

手術当日の仕事の流れ、麻酔に使う薬（ⒶP56）

創傷管理、ドレーンの管理、骨折（ⒶP42-44、ⒷP11-19）

歯科学、歯石除去（ⒹP46-57）

8

9

10

栄養学（ⒶP39-41）

（ⒶP2-5、26-29、ⒸP128-131）

手術前準備、毛刈り、術野の消毒
（ⒶP7-12、25-26、ⒷP33、35-45、ⒸP138）

麻酔器、気管挿管（ⒶP21-23、ⒸP119-121）

11

授業の内容及び方法・目的

基本的な去勢、不妊手術の流れを理解し、手術準備、麻酔モニタリング、手術助手及び
周術期の動物管理をできるようにしましょう。

使用教材

Ⓐ動物看護の実践６（ファームプレス）
Ⓑ専門分野動物外科看護技術（inter zoo）
Ⓒ動物看護学テキスト（ファームプレス）谷口著
Ⓓビジュアルで学ぶ動物看護学（チクサン出版社）

講義概要
手洗い、手の拭き方、術着、手術手袋の装置法

6

7

1

2

3

4

5

滅菌と消毒（ⒶP15-16）局所麻酔と全身麻酔

全身麻酔、毛刈り、術野の消毒、器具だし

外科器具、縫合材料と縫合法（ⒶP45-53）

術前検査（ⒶP13-14、54-55）



最終課題：　　25　　％
授業参加度：　　60　　％
出席　　　：　　15　　％

プレゼンテーション

履修上の注意事項
スマホの使用について・・・実習に関わるときのみ許可を取って使用可とす
る。
作業台の上には作業に必要な物意外は乗せない

13

14

15

10

11

12

8

9

4
卒業制作

5

6

1
研究とは

2
プレゼンテーションの方法

3
発表話法

成績評価の方法 最終課題の方法

使用教材

授業の内容及び方法・目的

講義概要

担当教員 門田　英敏

教室番号 開講数 15

科目名 卒業制作発表

科目区分
選択必修2年

動物看護・ドッグトレー
単位数 1

7

学びの集大成として、個々およびグループでの発表を通してプレゼンテーション、文献講読の手技学
びます。



回/週

成績評価の方法
最終課題　　　40％
授業参加度　 50％
出席　　　　　　10％

履修上の注意事項

・教科書・宿題・配布されたプリント等を必ず持ってくること
・2回目、3回目の授業以降宿題を出し、その取り組み方を評価します
　※もちろんやってこなかった場合評価は0です
・授業の進行状況に応じて多少前後します

最終課題の方法
記述式試験

担当教員 向　日奈子　〈学科教員）

3

科目名 飼養管理

科目区分
選択必修1年

トリマー・トレーナー専攻
単位数

6

7

教室番号 開講数 23

3

4

5

授業の内容及び方法・目的

講義概要

愛玩動物飼養管理士2級教本　1巻・２巻
課題プリント等

1

2

15

8

9

10

11

12

13

14
〈愛玩動物飼養管理士2級　2巻〉
からだの基本の仕組み〜老廃物の排出、異物の撃退と解毒

情報を取り入れる〜子どもを産み育てる

この授業について：愛玩動物飼養管理士とは？

〈愛玩動物飼養管理士2級第1巻〉
社団法人日本愛玩動物協会の目的・事業
人は動物をどのように見てきたのか～日本と西洋の動物観～

近代動物愛護運動の始まり～イギリスに始まる動物愛護運動～
現代的動物虐待
アニマルライツ・共生という考え方

互いに影響しあう人と動物～関係学とは何か・アニマルアドボカシー
社会貢献する動物達
動物と法律との関係～法令とは～
動物の愛護及び管理に関する法律

課題報告問題

動物の所有者又は占有者の責務～動物取扱責任者

犬猫等健康安全計画の遵守～負傷動物等の発見者の通報措置

犬及び猫の繁殖制限～展示動物の飼養及び保管に関する基準

実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準〜狂犬病予防法

身体障害者補助犬補助犬法〜鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律

使用教材

愛玩動物飼養管理士２級の教本と課題報告問題を使いながら最終的には
愛玩動物飼養管理士2級の合格を目指します。
宿題を都度出していきながら知識をつけ、問題の理解・読解力等をつけていきます。



　様々な犬種の歴史や特徴、スタンダード（犬種標準）を学びます。
　また、犬種毎のペットクリップの形やバリエーション、トリミング技法も

　習得していきます。

回/週

授業参加度はテキストの不所持、授業に関係ない私語・作業や
居眠り、提出物の遅れや紛失で減点評価とする。
また、授業に関する積極的な質問や発言は加点評価とする。

最終課題：　　　　　40　％
授業参加度：　　　　50　％
出席　　　：　　　　　10　％

筆記試験

履修上の注意事項

15 後期最終課題対策

成績評価の方法 最終課題の方法

12 アメリカン・コッカー・スパニエルのペットクリップ

13 ウエスト・ハイランド・ホワイト・テリアのスタンダード

14 ウエスト・ハイランド・ホワイト・テリアのペットクリップ

9 ダックスフンドのスタンダード

10 チワワのスタンダード

11 アメリカン・コッカー・スパニエルのスタンダード

6 ミニチュア・シュナウザーのペットクリップ

7 ポメラニアンのスタンダード

8 ポメラニアンのペットクリップ

2

3 プードルのケネル&ラムクリップ（シザーリング）

5 ミニチュア・シュナウザーのスタンダード

4 プードルのテディベアカット

使用教材 テキスト（ドッググルーマーズワークブック・犬種図鑑）、配布プリント

授業の内容及び方法・目的

講義概要

1 プードルのスタンダード（沿革・体躯構成・サイズバラエティなど）

担当教員 （非常勤講師）　伊藤　愛

教室番号 223 開講数 15

科目名 スタンダード美容理論Ⅱ

科目区分
選択必修:トリマー専攻

自由選択：ドッグトレーナー専攻
単位数 2

プードルのケネル&ラムクリップ（各クリッピング箇所とやり方）



　トリミング犬種のスタンダード（犬種標準）とトリミング技法やペットクリップ及び

　ショークリップやデザインカットなどのカットバリエーションを学びます。

　トリミング（グルーミング）作業において、衛生管理や状況対応などの知識も
　習得していきます。

回/週

授業参加度はテキストの不所持、授業に関係ない私語・作業や
居眠り、提出物の遅れや紛失で減点評価とする。
また、授業に関する積極的な質問や発言は加点評価とする。

最終課題：　　　　　40　　％
授業参加度：　　　　50　　％
出席　　　：　　　　　10　　％

筆記試験

履修上の注意事項

14 　　　　　　　〃　　　　　　　（感染症、寄生虫、応急手当の方法など）

15 前期最終課題対策

成績評価の方法 最終課題の方法

11 プードルのショークリップ（イングリッシュ・サドル・クリップ）

12 プードルのデザインカットバラエティと各パーツの作り方

13 グルーミング・トリミング作業におけるまとめ

8 イングリッシュ・コッカー・スパニエルのペットクリップ

9 他トリミング犬種のペットクリップ

10 プードルのショークリップ（コンチネンタル・クリップ）

5 テリア犬種のペットクリップ（ワイヤー・フォックス・テリア）

6 　　　　　　　〃　　　　　　　　（スコティッシュ・テリア）

7 スパニエル犬種（沿革・歴史・犬種のバラエティなど）

2 ビション・フリーゼのスタンダード

3 ビション・フリーゼのペットクリップ

4 テリア犬種（沿革・歴史・犬種のバラエティなど）

1 １年次の試験（学科・実技）の解答確認と振り返り

担当教員 （非常勤講師）　伊藤　愛

教室番号 232 開講数 15

使用教材 テキスト（ドッググルーマーズワークブック・犬種図鑑）、配布プリント

授業の内容及び方法・目的

講義概要

科目名 スタンダード美容理論Ⅲ

科目区分
選択必修

トリマー専攻2年
単位数 2



回/週

成績評価の方法
最終課題：　　　　60　　　％

授業参加度：　　　30　　　　％
出席　　　：　　　　10　　　％

履修上の注意事項

最終課題の方法
筆記試験を実施

担当教員 山美　希実　（学科教員）

2

15

8

9

10

11

12

13

14
犬種の特性と飼い易さ、どうアドバイスをするか
しつけを飼い主さんに指導する。実際に寄せられるしつけ相談対応を考える

実際に寄せられるしつけ相談対応を考える

吠えの原因は様々。それぞれのパターンを理解して対応を考える

ハウストレーニング、留守番
（強化すること、しないこと、罰則は必要？子犬の欲求を満たすには）

科目名 犬のしつけ

科目区分
選択必修

1年ペットトリマー専攻
単位数

6

7

教室番号 開講数 15

3

4

5

授業の内容及び方法・目的

講義概要

使用教材

1

2

授業の目的、評価に関しての説明
しつけの重要性・しつけとトレーニングの違い、注意点
仔犬の成長段階とその特徴

犬を飼うための備え、確認事項、飼う為には何が必要でいくらかかる？

犬を迎えたら（1日の流れ）注意すること、触れ合う際の注意

犬の一般常識確認
犬を飼うための常識（ワクチンは何が必要でいつ、フィラリア、ダニ、発情、妊娠、など）
パピートレーニング
　（強化すること、しないこと、罰則は必要？子犬の欲求を満たすには）
トイレトレーニング
（強化すること、しないこと、罰則は必要？子犬の欲求を満たすには）

社会化、物を噛む、甘噛み
（強化すること、しないこと、罰則は必要？子犬の欲求を満たすには）
仔犬に対して必要な取り組み（アイコンタクト＆呼び戻し、体を触る、ご飯時）

仔犬時からやめさせたいこと（食糞、マウンティング、顔なめ、おねだり、マーキング）

犬の挨拶（犬同士、対人）お散歩の注意点、見られる問題。対応。
首輪、チョーク、ハーネス、ヘッドカラーそれぞれ特徴

家庭内で起こり得る問題を理解し、対処法・アドバイスの仕方を習得。
犬を育てる過程で、仔犬の扱い方や注意点を理解し、問題を未然に防ぐ為の飼育方法を理解するこ
と。
飼い主さんに対してわかりやすくアドバイスできる力をつける



回/週

ペットシッター・ホテル

動物病院

動物飼育・観光牧場

5 ドッグトレーナー
6 犬以外の訓練
7 猫について

雇用と事業主　開業

成績評価の方法 最終課題の方法
定 期 試 験：　２５％
授業参加度：　６０％
 出　　　 席 ：　１５％

上記シラバス内容を包括したテーマに関するレポート

履修上の注意事項
＜授業参加度＞各回の内容に応じて授業中の積極的または適切な発言や

使用教材

授業の内容及び方法・目的
動物業界の現状と働き方および社会的役割への理解を深め、職業観と幅広い知識や見識をはぐく
む。

講義概要

担当教員 山田　門田　山美　荒木　（学科教員）

教室番号 開講数 8

科目区分
2年選択必修

トリマー・トレーナー
単位数 1

4

8

1
トリミング業界

2

3

科目名 業界研究Ⅱ



トリミング道具、配布プリント
テキスト（プードルテキスト、ドッググルーマーズワークブック）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

授業参加度：　　　70　　％
  出 席　　　：　　　10　　％

実習室、機材の清掃や消毒の実施
授業参加度は実習において仕上がり、意欲、モデル犬やペアとの
コミュ二ケーションが取れているか、実習室内でのマナー、清掃への
取り組みを評価します。

4

科目名 グルーミング演習

科目区分
選択必修

ペットトリマー専攻１年
単位数

講義概要

全１５回（３０コマ）の内、１３回（２６コマ）はモデル犬を使って学びます。

履修上の注意事項

成績評価の方法 最終課題の方法
課題
最終課題は課題として、ドッグマネキンのブラッシングの仕上
がりを評価します。

最終課題　 ：　　　20　　％

グルーミング法：爪切り
グルーミング法：クリッピング
モデル犬へのコントロール（接し方・扱い方）
モデル犬のコントロール（保定方法）
各種シザーの用途と正しいシザーワークを習得する
それぞれの犬種のカット方法（）
それぞれの犬種のカット法法
それぞれの犬種のカット法法

ドッグマネキンのブラッシングトコーミング、スリッカーとコームの正しい使い方

道具の正しい使い方
道具の正しい使い分け
グルーミング法：ブラッシング
グルーミング法：コーミング

それぞれの犬種のカット法法
ドッグマネキンの説明、扱い方

担当教員 （非常勤講師）　伊藤　愛

授業の内容及び方法・目的
始めは実際のモデル犬を使って、犬の基本的な手入れの仕方やその際の道具の使い方、犬への接
グルーミングの基本的な流れや仕方を学んだらプードルのドッグマネキンを使って、
プードルのスタンダード（犬種標準）を理解し、それを表現するケネル&ラムクリップと

シザーリングを習得します。

使用教材

教室番号 開講数 60トリミング実習室



回/週

履修上の注意事項

評価の詳細
最終課題：100点満点を20％計算

授業参加度：各項目・作業における実習中のチェック（道具の使用、犬対
応、清掃・消毒、爪きり、足裏バリカン、シャンプー、ドライング、耳掃除、ブ
ラッシング、その他）の10項目3点～1点で毎回の授業で評価。欠席は0点
1日の平均点3～2.1→3　　2.09～1.5→2　1.49～１→1　　0→0　
以上を12回の授業参加点合計が　
36～31→70点　　　30～26→60点　　25～21点→50点
20～16→40点　　  15～13→30点　　12～      →20点

出席点：出席率100％→10　　90％以上→9　　80％以上→6
                 　                 　 75％以上→4　　75％未満→0

下記内容を24コマ12回の実習を通して連続的に学びます

スリッカー・コーム・爪きり・バリカン・カンシ・トリミングリードなどの道具の使い方

爪きり・足裏のバリカン・耳掃除・ブラッシング・シャンプー・タウエリング・コーミング
ドライングの方法

実習室・機材の清掃や消毒の効果と重要性

2コマごとにブリーダー、犬種が変更。犬種・年齢・状態に合わせた対応

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　　２０　％

授業参加度：　　　７０　％
出席　　　：　　１０　　％

筆記試験

使用教材 トリミング道具　配布プリント　

授業の内容及び方法・目的

講義概要

担当教員 (学科教員）山田  　 （非常勤講師)伊藤　銭谷　瀧　秋山　　　

教室番号 トリミング実習室 開講数 23

科目名 トリミング実習ⅠA

科目区分
1年選択必修

トリマー・トレーナー
単位数 1

犬が健康で快適な生活を送るために必要なグルーミング。
実際に様々な犬種に触れながら、犬の事を考え、犬とのコミュニケーションをとります。
その中でトリミングの基本であるベーシックを行なうための第一歩となる道具の使用・犬への対応・
シャンプーの基礎を修得します。
また、ペアとなる人とのコミュニケーション、実習室内全体への気配りを大切にしてもらいます。



回/週

履修上の注意事項

評価の詳細
最終課題：100点満点を20％計算

授業参加度：各項目・作業における実習中のチェック（道具の使用、犬対
応、清掃・消毒、爪きり、足裏バリカン、シャンプー、ドライング、耳掃除、ブ
ラッシング、その他）の10項目3点～1点で毎回の授業で評価。欠席は0点
1日の平均点3～2.1→3　　2.09～1.5→2　1.49～１→1　　0→0　
以上を57回の授業の合計授業参加点
171～148→70点　　　147～124→60点　　123～98点→50点
　97～ 74→40点　　    73～ 58→30点　　  57～　　　→20点

出席点：出席率100％→10　　90％以上→9　　80％以上→6
　　　　　　　　　　　　　　　　  　75％以上→4　　75％未満→0

最終課題の方法
実技試験

成績評価の方法
最終課題　 ：　　２０　％
授業参加度：　  ７０　％
 出　　席　　：　　１０　％

科目区分
選択必修

1年トリマー専攻
単位数

担当教員 山田　（学科教員）　　　伊藤　銭谷　瀧　秋山　（非常勤講師）

4

科目名 トリミング実習ⅠB

使用教材
トリミング道具　配布プリント　
テキスト（プードルテキスト、ドッググルーマーズワークブック）

スリッカー・コーム・爪きり・バリカン・カンシ・トリミングリード・シザーなどの道具の使い方

爪きり・足裏のバリカン・耳掃除・ブラッシング・シャンプー・タウエリング・コーミング
ドライングの完成度と時間配分

足回りカット・ひげカット

実習室・機材の清掃や消毒の実施

2コマごとにブリーダー、犬種が変更。犬種・年齢・状態に合わせた対応

サロンお客様の接客とカルテの記入

ポートフォリオの写真と記入

リボン作りとリボン付け

教室番号 開講数 90トリミング実習室

授業の内容及び方法・目的

講義概要

実際に様々な犬種に触れながら、犬の事を考え、犬とのコミュニケーションをとります。
ベーシックの時間配分と完成度、カットの基本・サロンのお客様への接客方法を修得します。
ペアとなる人とのコミュニケーション、実習室内全体への気配りを大切にしてもらいます。



15

9

10

11

12

13

14

担当教員 非常勤講師　伊藤・銭谷・秋山・瀧、　学科教員　山田

科目名 トリミング実習ⅡA

6

7

教室番号 開講数 23トリミング実習室Ａ・Ｂ

3

4

5

授業の内容及び方法・目的

講義概要

使用教材
トリミング道具・配布プリント

1

2

パーツごとのカット

一人でのトリミング

犬体チェック（皮膚・被毛・耳・目・その他健康状態）

犬とのコミュニケーションと犬体コントロールと保定

道具の使用法

ベーシックの時間と完成度：爪切り

ベーシックの時間と完成度：足裏バリカン

ベーシックの時間と完成度：耳掃除

ベーシックの時間と完成度：シャンプー

清掃・消毒

ベーシックの時間と完成度：ドライング

犬種ごとの足回りカット、触覚毛カット

受付と接客

カルテ内容の把握と記入

成績評価の方法
最終課題：　　20　　　％

授業参加度：　　70　　　％
出席　　　：　　　10　　％

最終課題の方法
実技試験

ペアとのコミュニケーション

8

1科目区分
選択必修

1年トリマー専攻
単位数

常に犬のことを考え、犬とのコミュニケーションを大切にしながら犬の扱い・声かけ、保定法及び犬体
コントロールを学びます。トリミング実習Ⅰ修得したベーシックのスピードＵＰと完成度を高め限られた
時間内でのグルーミングを修得します。

評価の詳細
授業参加度：各項目・作業における実習中のチェック（道具の使用、犬対
応、爪きり、足裏バリカン、シャンプー、ドライング、ブラッシング、スピード、
保定、その他）の10項目3点～1点で毎回の授業で評価。欠席は0点
1日の平均点3～2.1→3　　2.09～1.5→2　1.49～１→1　　0→0　
以上を23回の授業参加点合計が　

履修上の注意事項



成績評価の方法
最終課題：　　20　　　％

授業参加度：　　70　　　％
出席　　　：　　　10　　％

最終課題の方法
実技試験

担当教員 非常勤講師　伊藤・銭谷・秋山・瀧、　学科教員　山田

科目名 トリミング実習ⅡB

科目区分
選択必修

1年トリマー
単位数 1

教室番号 開講数 23トリミング実習室Ａ・Ｂ

使用教材
トリミング道具　配布プリント　
テキスト（プードルテキスト、ドッググルーマーズワークブック）

3

授業の内容及び方法・目的

講義概要

14

15

8

9

10

11

12

13

1

2

実習室内での気配りとコミュニケーション

時間配分

受付と接客

4

5

リボンつけ

清掃・消毒

犬体チェック（皮膚・被毛・耳・目・その他健康状態）

犬とのコミュニケーションと犬体コントロールと保定

道具の使用方法とよりベストな使い分け

ベーシック：スピードアップ

ベーシック：完成度

ベーシック：シャンプー・ブローの完成度とスピードアップ

犬種ごとのクリップスタイル

カルテ内容の把握と記入

オーダーのイメージと実践

ポートフォリオ（写真と振り返り）

6

7

常に犬のことを考え、犬とのコミュニケーションを大切にしながら犬の扱い・声かけ、保定法及び犬体
コントロールを学びます。これまで修得したベーシックのスピードＵＰと完成度を高めていきます。
また犬種ごとのクリップスタイルや毛量・毛質などによるシザーワークを修得します

履修上の注意事項

評価の詳細
授業参加度：各項目・作業における実習中のチェック（道具の使用、犬対
応、爪きり、足裏バリカン、シャンプー、ドライング、ブラッシング、スピード、
保定、その他）の10項目3点～1点で毎回の授業で評価。欠席は0点
1日の平均点3～2.1→3　　2.09～1.5→2　1.49～１→1　　0→0　
以上を23回の授業参加点合計が　



成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　20　　　％

授業参加度：　　70　　　％
出席　　　：　　　10　　％

実技試験

4 ベーシックの時間と完成度：爪切り

5 ベーシックの時間と完成度：足裏バリカン

6 ベーシックの時間と完成度：耳掃除

1 犬体チェック（皮膚・被毛・耳・目・その他健康状態）

2 犬とのコミュニケーションと犬体コントロールと保定

3 道具の使用法

使用教材
トリミング道具・配布プリント

授業の内容及び方法・目的

講義概要

担当教員 非常勤講師　伊藤・銭谷・秋山・瀧、　学科教員　山田

教室番号 トリミング実習室Ａ・Ｂ 開講数 46

科目名 トリミング実習ⅢA・ⅣA

13 清掃・消毒

14 実習室内全体への気配り

15 ペアとのコミュニケーション

10 触覚毛カット

11 受付と接客

12 カルテ内容の把握と記入

7 ベーシックの時間と完成度：シャンプー

8 ベーシックの時間と完成度：ドライング

9 犬種ごとの足回りカット

科目区分 2年　選択必修 単位数 2

常に犬のことを考え、犬とのコミュニケーションを大切にしながら犬の扱い・声かけ、保定法及び犬体
コントロールを学びます。トリミング実習Ⅰ・Ⅱで修得したベーシックのスピードＵＰと完成度を高め限ら
れた時間内でのグルーミングを修得します。

評価の詳細
授業参加度：各項目・作業における実習中のチェック（道具の使用、犬対
応、爪きり、足裏バリカン、シャンプー、ドライング、ブラッシング、スピード、
保定、その他）の10項目3点～1点で毎回の授業で評価。欠席は0点
1日の平均点3～2.1→3　　2.09～1.5→2　1.49～１→1　　0→0　
以上を23回の授業参加点合計が　

履修上の注意事項



8
9
10
11
12
13
14
15

欠点のカバー力
時間配分
イメージ
全貌とバランス
完成度

１年生への担当犬引継ぎ

担当教員

科目区分
自由選択

2年トリマー専攻
単位数 2

非常勤講師　伊藤・銭谷・秋山・瀧、　学科教員　山田

教室番号 開講数 46トリミング実習室Ａ・Ｂ

3

授業の内容及び方法・目的

講義概要

使用教材
トリミング道具　配布プリント　
テキスト（プードルテキスト、ドッググルーマーズワークブック）

1

2

骨格

被毛

理論

表現

ベーシック

シャンピングへのこだわりと完成度

ブローの完成度

成績評価の方法
最終課題：　　20　　　％

授業参加度：　　70　　　％
出席　　　：　　　10　　％

履修上の注意事項
評価の詳細
ライセンス試験は１２月に実施40％

授業参加度

最終課題の方法
トリマーライセンス

6

7

4

5

毎日の担当犬お手入れ
担当犬との関係構築

科目名 トリミング実習ⅢB・ⅣB

担当犬（プードル）のトリミングを通してプードルのスタンダードを学びイメージを持ち、欠点をカバーし
理想とするものを自分のカットで表現します。
トリマーライセンス取得を目指します。



犬猫の皮膚　構造と特徴・よく見られる皮膚病

犬猫の耳　構造と特徴・よく見られる病気

犬猫の眼　構造と特徴

犬猫の眼　よく見られる病気・点眼について・点眼の実習（実際の犬）

内部寄生虫・外部寄生虫　一般的なもの/増えてきているもの

成績評価の方法
最終課題：　　70　％

授業参加度：　　20　％
出席　　　：　　　10％

履修上の注意事項

最終課題の方法
筆記試験

担当教員 高砂　友美　　（非常勤講師）

科目名 動物健康管理Ⅰ

科目区分
選択必修

1年ﾄﾘﾏｰ・ﾄﾚｰﾅｰ専攻
単位数 2

6

7

教室番号 開講数 15

3

4

5

授業の内容及び方法・目的

講義概要

使用教材
プリント　その他

1

2

15

8

9

10

11

12

13

14
犬猫の歯　構造と特徴　歯式

犬猫の歯　歯のケア（実際の犬）　多い病気

講義について（内容・ルール等）・自己紹介・動物の体を見てみる（実際の犬）

犬の身体検査をする（実際の犬）　TPR・口腔粘膜・股動脈触知ほか

仔犬・仔猫の健康管理　何を見るのか・オーナーへのアドバイス

予防注射について　時期や種類（混合vac/RV)①

予防注射について　時期や種類（混合vac/RV)➁

公衆衛生　感染とは/消毒・殺菌・滅菌

公衆衛生　人獣共通感染症・自分の身を守る知識・衛生的手洗い（実習）

内部寄生虫・外部寄生虫　人への感染・オーナーへのアドバイス

犬や猫を種とした動物の体を理解する
正常な状態を知り、異常に気づける五感を養う
トリマー・トレーナーとして必要な知識を身につける



8
犬猫の皮膚　構造と特徴・よく見られる皮膚病

9
犬猫の耳　構造と特徴・よく見られる病気

4
予防注射について　時期や種類（混合vac/RV)①

5
予防注射について　時期や種類（混合vac/RV)➁

担当教員 高砂　友美　　（非常勤講師）

教室番号 開講数 30

最終課題：　　70　％
授業参加度：　　20　％
出席　　　：　　　10％

筆記試験

履修上の注意事項

13
内部寄生虫・外部寄生虫　人への感染・オーナーへのアドバイス

14
犬猫の歯　構造と特徴　歯式

15
犬猫の歯　歯のケア（実際の犬）　多い病気

10
犬猫の眼　構造と特徴

11
犬猫の眼　よく見られる病気・点眼について・点眼の実習（実際の犬）

12
内部寄生虫・外部寄生虫　一般的なもの/増えてきているもの

2
犬の身体検査をする（実際の犬）　TPR・口腔粘膜・股動脈触知ほか

3
仔犬・仔猫の健康管理　何を見るのか・オーナーへのアドバイス

成績評価の方法 最終課題の方法

使用教材
プリント　その他

授業の内容及び方法・目的

講義概要

単位数 4

7
公衆衛生　人獣共通感染症・自分の身を守る知識・衛生的手洗い（実習）

6
公衆衛生　感染とは/消毒・殺菌・滅菌

1
講義について（内容・ルール等）・自己紹介・動物の体を見てみる（実際の犬）

科目名 動物健康管理Ⅱ

科目区分
選択必修

2年ﾄﾘﾏｰ・ﾄﾚｰﾅｰ専攻

動物健康管理Ⅰで学んだ知識を学内動物を用いて実地を通じて実践的に学ぶ。



回/週

担当教員 金平　佳奈子　　　（非常勤講師）

4

科目名 ドッググッズプロデュース

科目区分
選択必修

2年ペットトリマー専攻
単位数

教室番号 開講数 60231

使用教材
ミシン

3

授業の内容及び方法・目的

講義概要

1

2

洋裁の基本

お散歩バッグ

最終課題：　　25　　％
授業参加度：　　60　　％
出席　　　：　　15　　％

履修上の注意事項
スマホの使用について・・・実習に関わるときのみ許可を取って使用可とす
る。作業台の上には作業に必要な物意外は乗せない

最終課題の方法
制作物評価

ベッド

自由課題

4

5

6

7

14

15

8

9

10

11

12

13

ラップ型ウェア

Ｔシャツ

小物（マナーパッド・パンツ・おもちゃ・首輪ｅｔｃ）

タンクトップ

パーカー

成績評価の方法

洋裁の基本を学び、製図・裁断・縫製の一連の作業を身につけるそれぞれの課程を丁寧に完成度の
高い作品をつくります



回/週

最終課題：　　25　　％
授業参加度：　　60　　％
出席　　　：　　15　　％

イベント内容の評価
企画力　積極性　表現力など

履修上の注意事項
スマホの使用について・・・実習に関わるときのみ許可を取って使用可とす
る。作業台の上には作業に必要な物意外は乗せない

13

14

15

10

11

12

8

9

4 企画書作成

5 プレゼンテーション

6 実施

1 企画立案

2 動員計画

3 目標設定

成績評価の方法 最終課題の方法

使用教材
ミシン

授業の内容及び方法・目的

講義概要

担当教員 山田　由香　（学科教員）

教室番号 231 開講数 15

科目名 イベントプログラム

科目区分
選択必修

2年ペットトリマー専攻
単位数 1

7 振り返り

イベントの企画立案および実施を通じて、業界人としての発想力と独自性を涵養する。



回

総復習

10
ボディランゲージについて(口、舌、耳)

11
ボディランゲージについて(目、頭部、胴部)

12
ボディランゲージについて(プレイバウ、逆毛、重心)

深読み先読みテクニック,JHKC訓練基本マニュアル

講義概要

担当教員 　　　　　　山美希実　　　　　　　　　　（学科教員）

教室番号 開講数 16

科目名 トレーニング概論

科目区分
選択必修

1年ドッグトレーナー専攻
単位数 2

7
各協会について(JKC、PD,JSV,OPDES、JFA)

4
警察犬について

5
セラピー犬について

6
フリスビー競技について

1
競技会での役割(アジリティーとは、ルール、道具、スタッフ役割)

2
訓練競技会について(家庭犬訓練、課目、種目)

3
救助犬について

使用教材

8
犬とは(どんな生き物、トレーニングとしつけの違い、犬との関わり方)
訓練DVDを見る

9
基本訓練について
犬種の特性とトレーニングについて

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　　　　50　　％

授業参加度：　　　　　　40　％
出席　　　：　　　　　10　　％

筆記試験を実施

履修上の注意事項

13
ボディランゲージについて(静止画を見て犬の気持ちを読む)

14
実際に犬同士を観察

15

トレーニング業界での常識的な知識やトレーニング用語を習得する
各訓練の目的や重要性を理解し、自身のトレーニングに反映する
犬という動物を理解しトレーニングの理論を学ぶ
犬の行動に対する客観的洞察力を習得



回/週

仔犬の成長段階とその特徴

3
犬を飼うための備え、確認事項、飼う為には何が必要でいくらかかる？

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　　　60　　　％

授業参加度：　　　30　　　　％
出席　　　：　　　　10　　　％

筆記試験を実施

履修上の注意事項

13
吠えの原因は様々。それぞれのパターンを理解して対応を考える

14
犬種の特性と飼い易さ、どうアドバイスをするか
しつけを飼い主さんに指導する。実際に寄せられるしつけ相談対応を考える

15
実際に寄せられるしつけ相談対応を考える

10
仔犬に対して必要な取り組み（アイコンタクト＆呼び戻し、体を触る、ご飯時）

11
仔犬時からやめさせたいこと（食糞、マウンティング、顔なめ、おねだり、マーキング）

12
犬の挨拶（犬同士、対人）お散歩の注意点、見られる問題。対応。
首輪、チョーク、ハーネス、ヘッドカラーそれぞれ特徴

使用教材

授業の内容及び方法・目的

講義概要

担当教員 山美　希実　（学科教員）

教室番号 開講数 15

7
トイレトレーニング
（強化すること、しないこと、罰則は必要？子犬の欲求を満たすには）

8
ハウストレーニング、留守番
（強化すること、しないこと、罰則は必要？子犬の欲求を満たすには）

9
社会化、物を噛む、甘噛み
（強化すること、しないこと、罰則は必要？子犬の欲求を満たすには）

4
犬を迎えたら（1日の流れ）注意すること、触れ合う際の注意

5
犬の一般常識確認
犬を飼うための常識（ワクチンは何が必要でいつ、フィラリア、ダニ、発情、妊娠、など）

6
パピートレーニング
　（強化すること、しないこと、罰則は必要？子犬の欲求を満たすには）

1
授業の目的、評価に関しての説明
しつけの重要性・しつけとトレーニングの違い、注意点

2

科目名 家庭犬のしつけ

科目区分
選択必修

2年ドッグトレーナー専攻
単位数 2

家庭内で起こり得る問題を理解し、対処法・アドバイスの仕方を習得。
犬を育てる過程で、仔犬の扱い方や注意点を理解し、問題を未然に防ぐ為の飼育方法を理解するこ
と。
飼い主さんに対してわかりやすくアドバイスできる力をつける
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8
介護の実際

9
まとめ

4
アニマルセラピーの実際

5
セラピー犬

6
身体障がい者への理解

1

3
動物介在療法

成績評価の方法 最終課題の方法

使用教材

授業の内容及び方法・目的

講義概要

担当教員 山美　希実　（学科教員）

教室番号 開講数 15

最終課題：　　　　60　　　％
授業参加度：　　　30　　　　％
出席　　　：　　　　10　　　％

筆記試験を実施

履修上の注意事項

13

14

15

10

11

12

科目名 動物介在活動

科目区分
選択必修

2年ドッグトレーナー専攻
単位数 1

7
人の福祉　ホームヘルパー

動物介在活動とは

2
動物介在教育

動物介在活動に代表される人と動物をつなぐ絆について、具体的な活動方法を学び、その人の社会
への還元法、人の福祉への犬の応用法を学びます。



回/週

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　25　　％

授業参加度：　　60　　％
出席　　　：　　15　　％

イベント内容の評価
企画力　積極性　表現力など

履修上の注意事項

13

14

15

10

11

12

担当教員 山田　由香　（学科教員）

教室番号 231 開講数 60

科目名 イベントプログラムⅠ・Ⅱ

科目区分
選択必修

ドッグトレーナー専攻
単位数 5

7 振り返り

4 企画書作成

5 プレゼンテーション

6 実施

1 企画立案

2 動員計画

3 目標設定

使用教材

8

9

授業の内容及び方法・目的

講義概要

競技会等のイベントへの参加
イベントの企画立案および実施を通じて、業界人としての発想力と独自性を涵養する。
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成績評価の方法
最終課題：　　　　　　30　％

授業参加度：　　　　　60　　％
出席　　　：　　　　　　10　％

履修上の注意事項
トレーニングの進行状況によっては講義内容を変更する場合あり
訓練ノートを各自用意。毎日の授業の振り返りを行うこと

最終課題の方法
実技試験を実施する

担当教員 山美希実（学科教員）

4

科目名 トレーニング実習Ⅰ

科目区分
選択必修

1年ドッグトレーナー専攻
単位数

6

7

教室番号 開講数 90

3

4

5

授業の内容及び方法・目的

講義概要

使用教材

1

2

15

8

9

10

11

12

13

14

授業の目的、授業の流れ、評価ポイントの説明

年間のスケジュールの確認、目標設定

トレーニングの目的、犬と接する上での注意点

リードの使い方、結び方、持ち方

コミュニケーションのとり方、トレーニングの手順

指示の出し方、対応の仕方

褒めることについて、犬のモチベーションをあげるための工夫

犬の性格を考えて接することの注意点

2年生の訓練を観察、アジリティーのコース設営、基本姿勢を理解する

それぞれの犬とトレーニング(一通りの学校犬とペアを組む)

賞罰について理解する

犬の基本的な扱い、接し方を習得し担当犬との信頼関係を構築する
犬に対する、正しく賞罰の方法を習得
基本訓練を理解し、犬に対して正しい指示だしができるようになる
アジリティーのルールを理解する
コース設営では積極的に動き、迅速に設置が出来るようになる
ビギナーコースのコースの攻略方法を考え、実際に正しい指示出しが出来るようになる
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10

11

12

7

8

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　　　　　30　％

授業参加度：　　　　　60　　％
出席　　　：　　　　　　10　％

実技試験を実施する

履修上の注意事項
トレーニングの進行状況によっては講義内容を変更する場合あり
訓練ノートを各自用意。毎日の授業の振り返りを行うこと

13

14

15

9

4
担当犬と信頼関係の構築

5
訓練：基本姿勢の徹底、招呼の徹底、脚側行進
アジリティー：ルールを理解する、ハンドリング、ビギナーコース練習

6

1
授業の目的、授業の流れ、評価ポイントの説明

2
アジリティーの初級のコース

3
担当犬との目標設定、訓練内容を明確に設定

使用教材

授業の内容及び方法・目的

講義概要

担当教員 中谷雅子(非常勤講師）

教室番号 開講数 46

科目名 トレーニング実習Ⅱ

科目区分
選択必修

1年ドッグトレーナー専攻
単位数 2

アジリティーを中心に、ドッグスポーツの基礎を学び、基本訓練や競技会への参加および優秀な成績
を目指す。
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1

総復習

成績評価の方法 最終課題の方法

一般飼い主さんにしつけ(しつけ教室カウンセリング）

一般飼い主さんにしつけ(しつけ教室原因解明とアプローチ）

13
一般飼い主さんにしつけのアプローチ（実践指導)

担当教員 山美希実（学科教員）

4

科目名 トレーニング実習Ⅲ

科目区分
選択必修

2年ドッグトレーナー専攻
単位数

履修上の注意事項
トレーニングの進行状況によっては講義内容を変更する場合あり
訓練ノートを各自用意。毎日の授業の振り返りを行うこと

2
各担当犬の目標設定

9

12

3
基本訓練強化　　遠隔操作

4
基本訓練強化　　行進中の操作

5
基本訓練強化　　状況を変えて

6
ドッグダンス構成

7
ドッグダンス芸を教える１

8
ドッグダンス芸を教える２

ドッグダンス　曲と合わせ

10
ドッグダンス　１曲通し

11

教室番号 開講数 90

授業の内容及び方法・目的

講義概要

基本姿勢の応用を習得(行進中の操作、遠隔操作)
救助犬の育成( 現場を想定したトレーニング方法を習得)
各犬の苦手を克服するトレーニング方法を実践、習得
ドッグダンスの構成から実践までを習得
一般飼い犬とその飼い主の対応としつけのアプローチ方法を習得

各担当犬現状確認

使用教材

最終課題：　　　30　　％
授業参加度：　　　60　　　　％
出席　　　：　　　　　10　　％

実技試験を実施

14
一般飼い主さんにしつけのアプローチ(成果発表)

15
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担当教員 中谷雅子（非常勤講師）

2

競技会にむけて、規定の課目を犬に身につけさせる。そのための訓練方法を習得する
アジリティーのコースの走り方と各ポイントや注意点を理解し競技会で発揮する
セラピー活動を通じて、犬・人への配慮、コミュニケーションの重要性を理解する
救助犬の育成方法を習得
犬の能力を引き出し、可能性を広げる力を習得

授業の目的、評価ポイントの説明

年間の競技会の確認、目標設定

担当犬・仮担当犬の現状確認。トレーニング課題の確認

担当犬に関しては家庭犬訓練初等科の課目を熟練
中等科の課目に取り組む
アジリティー。各障害物の訓練

仮担当犬と信頼関係の向上をメインに行う

セラピー活動、警察犬訓練

訓練：苦手科目の克服と新たな課目を取り組み(最低２つ)

競技会に向けての取り組み＆1年生への指導

訓練：出場を目指す各課目を徹底訓練

アジリティー：コース練習・適切なハンドリング方法

訓練：環境を変えて様々な誘惑の中で訓練、行進中の課目と遠隔での操作

アジリティー：コース練習・苦手障害物の克服

15

8

9

10

11

12

13

14

6

7

教室番号 開講数 46

3

4

5

授業の内容及び方法・目的

講義概要

使用教材

1

2

成績評価の方法
最終課題：　　　30　　％

授業参加度：　　　60　　　　％
出席　　　：　　　　　10　　％

履修上の注意事項

トレーニングの進行状況によっては講義内容を変更する場合あり
訓練ノートを各自用意。毎日の授業の振り返りを行うこと

最終課題の方法
実技試験を実施

新担当犬の目標設定・トレーニング課題の確認

競技会に向けての取り組み・救助犬訓練

科目名 トレーニング実習Ⅳ

科目区分
選択必修

2年ドッグトレーナー専攻
単位数
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履修上の注意事項

＜授業参加度＞
課題プリントの提出と個別添削、翌週の授業はじめの確認ミニテスト、演習
およびワークへの取り組みチェック
※やむを得ない事情があって授業に担当犬・担当動物を持ち込む場合は授
業の妨げにならないよう配慮すること

最終課題の方法

担当教員 奥田　真弓　（非常勤講師）

1

社会人として必要な挨拶、対人スキル、電話対応など一般常識を学び実践できる力を身につける

科目名 マナー講座

科目区分 1年　自由選択 単位数

6

7

教室番号 開講数 15

仕事の基本「ほう・れん・そう」　話し上手　聞き上手

アンガーマネージメントとアクティブな自己表現　上手な頼み方・断り方

ビジネス文書　メール　FAXの基本

一般常識　マナー

カウンセリングワーク②　予約受付のグループワーク

心のくせ と 自己PR

サービスマインド と おもてなし　　苦情への対応

プレゼンテーションスキル

敬語・接遇用語のまとめ

3

4

5

授業の内容及び方法・目的

成績評価の方法
最終課題   ： 70　％
授業参加度： 20　％
出席　　　   ： 10　％

講義概要

使用教材

1

2

15

8

9

10

11

12

13

14
カウンセリングワーク①　・カウンセリング・提案のグループワーク

まとめと最終課題対策

オリエンテーション　コミュニケーションの意義

勤務の常識　名刺交換

電話対応

カウンセリングワーク①　上手な質問と聞き上手
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動物の健康管理チェックシートから
動物に現れる症状を知る
実践：猫の日常の観察

実践：犬の健康チェック（体温、耳の状況、四肢、目など）

門田　英敏　（学科教員）

教室番号 開講数 15

科目名 動物内科看護学

科目区分
1年　動物看護

自由選択

成績評価の方法 最終課題の方法
定 期 試 験 ： 60　％
授業参加度 ： 25　％
　出　　 席   ： 15　％

筆記試験

履修上の注意事項

授業参加度は質疑応答、小テスト、提出物等による

13
皮膚の基本と疾患および内科的対処法

14
感染症とその予防および内科的対処法

15
よく見る症状と体の反応

10
泌尿器系の基本と疾患および内科的対処法

11
内分泌系の基本と疾患および内科的対処法

12
生殖器の基本と疾患および内科的対処法

7
神経系・感覚器系の基本と疾患および内科的対処法

2

3

単位数 2

8
循環器および呼吸器系の基本と疾患および内科的対処法

9
消化器系の基本と疾患および内科的対処法

4
比較解剖：人の骨格と犬の骨格

5
解剖：犬の骨格、関節と疾患（膝蓋骨脱臼・股関節の異常・椎間板ヘルニア）
体の位置（胸・腹・腰）　「側」の理解

6
主要臓器とその機能
ホメオスタシス　細胞・組織・器官・器官系

1

使用教材

授業の内容及び方法・目的
※犬猫チェックシートが適切に使えるようになる
犬猫の基本的な健康チェックができるようになる
犬猫の主要臓器や骨格の名称と機能がわかる
ホメオスタシスを理解する
病・症の違いを理解する
基礎的な内科疾患に対する対処法を学ぶ

講義概要

担当教員
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成績評価の方法 最終課題の方法
定 期 試 験 ： 60　％
授業参加度 ： 25　％
　出　　 席   ： 15　％

筆記試験

履修上の注意事項

授業参加度は質疑応答、小テスト、提出物等による

13

14

15

10
消毒薬の特徴と使用法

11
滅菌法

12
まとめ

7
ウイルスの構造と増殖

8
ウイルス感染症

9
消毒と滅菌

4
細菌感染症

5
マイコプラズマ　　スピロヘータ

6
真菌

1
感染と発病　　感染症の種類

2
感染経路　　微生物の種類と大きさ

3
リケッチアとクラミジア

担当教員 門田　英敏　（学科教員）

教室番号 開講数 30

科目名 動物感染症学Ⅰ

科目区分
1年　動物看護

自由選択
単位数 4

使用教材

授業の内容及び方法・目的
　ペットの健康の維持と向上を図り、疾病の予防と治療に努める上で、微生物と
それによって引き起こされる感染症について幅広い知識を身につける。
さらに消毒薬の使用法や特性などについて学ぶことにより、感染症の予防に理解を深める。

講義概要
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7
消化器症状を示す内部寄生虫　１

8
消化器症状を示す内部寄生虫　２

9
全身症状を示す内部寄生虫　１

成績評価の方法 最終課題の方法
定 期 試 験 ： 60　％
授業参加度 ： 25　％
　出　　 席   ： 15　％

筆記試験

履修上の注意事項

授業参加度は質疑応答、小テスト、提出物等による

13
滅菌法と消毒法　２

14
まとめ

15

10
全身症状を示す内部寄生虫　２

11
ほとんど無症状の内部寄生虫

12
滅菌法と消毒法　１

4
外部寄生虫　２　　　ダニ

5
原虫１

6
原虫２

1
寄生虫とは　　寄生虫の生活史　　寄生虫の分類

2
外部寄生虫と内部寄生虫　　寄生虫卵の形態と構造

3
外部寄生虫　１　　ノミ、シラミ

使用教材

授業の内容及び方法・目的
動物の病原体のうち、人獣共通感染症の病原体となるものも含めて、主に「寄生虫と原虫」に
ついてその生活環や感染経路、宿主の臨床症状などを学ぶ。
また１年で学習した「滅菌法と消毒法」を基本として、その使用法も含めてさらに理解を深め
る。

講義概要

担当教員 門田　英敏　（学科教員）

教室番号 開講数 15

科目名 動物感染症学Ⅱ

科目区分
2年　動物看護

自由選択
単位数 2
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生殖生理と精子

犬の生殖器系ホルモン

犬の性周期

犬と猫の繁殖生理

成績評価の方法 最終課題の方法

15

8

9

10

11

12

13

14
新生児の看護と授乳期

離乳とその後

産後の母親の疾患

交配適期と判定

受精と着床

妊娠と妊娠診断

担当教員 竹田　真弓　（非常勤講師）

2

科目名 動物繁殖学

科目区分
自由選択

1年動物看護師専攻
単位数

6

7

教室番号 開講数 15

3

4

5

授業の内容及び方法・目的

講義概要

使用教材

1

2

遺伝の基礎　生殖器の発生と構造

雌性生殖器

雄性生殖器

胎児の発達と分娩

難産　帝王切開

最終課題：　　　　　　　60％
授業参加度：　　　　　　25％
出席　　　：　　　　　　　15％

履修上の注意事項
授業参加度は質疑応答、小テスト、提出物等による。
正当不正当等に関わらず、積極性を発揮する行為に対して評価する。

筆記試験

繁殖に関わる形態機能を学び、妊娠・分娩と新生子管理の基礎知識を修得する。



回/週
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

最終課題：　　　　　　　60％
授業参加度：　　　　　　25％
出席　　　：　　　　　　　15％

履修上の注意事項
授業参加度は質疑応答、小テスト、提出物等による。
正当不正当等に関わらず、積極性を発揮する行為に対して評価する。

最終課題の方法
筆記試験

担当教員 門田　英敏　（学科教員）

2

科目名 動物病理学

科目区分
自由選択

1年動物看護師専攻
単位数

教室番号 開講数 15

授業の内容及び方法・目的

使用教材

講義概要

炎症の基礎
炎症の遷移
腫瘍の基礎

成績評価の方法

可逆と不可逆
まとめ

総論
病気の変遷
細胞や組織に生じる変化
退行性病変
進行性病変
循環障害
ショック

組織標本と病理組織検査

腫瘍の種類と遷移
先天異常

６大栄養素の基礎を修得する
適切なフードを選べる
手作りフードのメリットとデメリットを理解する
給仕量の調整が理論的に実施できる



14
15

成績評価の方法
最終課題：　　　　　　　60％
授業参加度：　　　　　　25％
出席　　　：　　　　　　　15％

履修上の注意事項
授業参加度は質疑応答、小テスト、提出物等による。
正当不正当等に関わらず、積極性を発揮する行為に対して評価する。

最終課題の方法
筆記試験

臨床栄養学　疾患別
臨床栄養学　ライフステージ別

科目名 動物臨床栄養学Ⅱ

科目区分

脂肪

必須脂肪酸

脂肪劣化のメカニズム

臨床栄養学　症状別

9

10

11

12

13

炭水化物

糖質と食物繊維

ビタミン

ミネラル

手作りフードのメリット

6

単位数

授業の内容及び方法・目的

講義概要

使用教材

担当教員 門田　英敏  （学科教員）

4

8

教室番号 開講数 30

自由選択
2年動物看護師専攻

犬と猫の相違点

水

蛋白質

アミノ酸

1

2

7

3

4

5

犬猫の生態の相違点を理解し、必要な基本栄養素の機能、食材の分布を理解する。
また、手作りフードの利点と難しさを学び、実際に調理することで、その理解を深める。



回/週

履修上の注意事項
通常の授業内に学習範囲のプリント問題を実施し、理解度を把握するととも
に、疑問点を明瞭にし、不得意分野の解消に努める。

15 最終課題対策　　　授業のまとめと総復習

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　　　60　　％
授業参加度：　　30　　％
出席　　　：　　　10　　％

全15回を終了した段階で、学んだ範囲の記述式試験を行う。

12 　　　　　〃　　　　　　　③抗炎症薬　　④免疫抑制薬　薬用量計算トレーニング

13 化学療法薬　　①消毒薬　　②殺虫薬　　③抗菌薬

14 〃　　　　④抗真菌薬　　⑤駆虫薬　　⑥抗腫瘍薬　　　薬用量計算トレーニング

9 オータコイド、代謝・内分泌系の薬物　　　①オータコイド　　②糖尿病治療薬

10 　〃　　③甲状腺障害治療薬　④ステロイドホルモン　薬用量計算トレーニング

11 血液・免疫系に作用する薬物　　　①抗貧血薬　　　②血液凝固抑制薬・促進薬

6

神経系に作用する薬物　　①麻酔薬　　②鎮痛薬　　③運動神経に作用する薬

4 〃　　　　　　④鎮静薬　　⑤行動異常治療薬　　薬用量計算トレーニング

5 呼吸器系に作用する薬物　①呼吸興奮薬　②鎮咳薬　③去痰薬　④気管支拡張薬

　　病気の治療法や薬剤の使い方は、まず「病態生理」を理解する必要があります。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　使用される薬の意義や役割を、正しく把握するための基礎知識を得た上で、臨床薬を中心
に　その薬理作用、すなわち「どのように効果を発揮するのか」を説明ができるように、病態生理　か
ら見た薬の使われ方を学んでいきます。 
　また、実践問題として、各薬剤の動物種ごとの薬用量をしっかりと理解し、必要投与量を正確に計算
できるようになります。

講義概要

1 オリエンテーション（動物薬理学を学ぶにあたって）　動物看護師による薬物の取扱い

2 動物薬理学の基礎　　　薬用量計算トレーニング

科目名 　　　　　　　　　動物薬理学

科目区分
自由選択

2年動物看護師専攻
単位数 4

担当教員 大石　悦子　　　　　　　　　（非常勤講師）

教室番号 開講数 30

使用教材 動物看護コアテキスト　「動物の疾病と予防及び回復」　（ファームプレス）

授業の内容及び方法・目的

循環器・泌尿器の作用薬　①血管拡張薬②心不全治療薬　薬用量計算トレーニング

7 〃　　　　　　　③抗不整脈薬　　　　④利尿薬

8 消化器に作用する薬　　①制吐薬　　②抗潰瘍薬他　　　　　薬用量計算トレーニング

3



回/週

鳥類の解剖　骨格部のスケッチ（特に椎骨に関わる骨）

カエルの解剖　講義・手順説明

カエルの解剖　外貌スケッチ・剥皮

カエルの解剖　表面筋肉の観察・スケッチ

カエルの解剖　内臓の位置確認・内臓の取り出し

カエルの解剖　内蔵各部のスケッチ

カエルの解剖　肉及び骨格を煮る、大雑把な肉取り

カエルの解剖　細かな肉取り・骨各部のスケッチ

鳥類の解剖　肉及び骨格を煮る、大雑把な肉取り

カエルの解剖　骨各部のスケッチ（特に四肢に関わる骨）

鳥類の解剖　外貌観察・スケッチ・羽取り・剥皮

鳥類の解剖　表面筋の観察スケッチ

鳥類の解剖　内蔵の位置確認・内臓の取り出し

鳥類の解剖　内蔵各部のスケッチ

15

8

9

10

11

12

13

14

6

7

開講数 23

3

4

5

授業の内容及び方法・目的

講義概要

使用教材 解剖道具、ガスコンロ、鍋、ポリデント、恒温器

1

2

担当教員 三浦　希　　　徳田龍弘　（非常勤講師）

1

・両生類（カエル）及び鳥類（ニワトリ）の体の作りと仕組みを学ぶ。
・ラットやマウスの解剖も準じて行う。
・ノートにスケッチをしていってもらい、最後に提出してもらって評価を行う。

授業の板書はホワイトボードでおこなう。

鳥類の解剖　細かな肉取り・骨格部のスケッチ

動物形態機能学実習

科目区分
自由選択

1年動物看護師専攻
単位数

成績評価の方法
最終課題：0％
授業参加度：70％
出席：30％

履修上の注意事項

・モバイル機器の使用【可】　ただしWEB等への公開はしないこと
・点呼時はこちらを見て手を上げて返事をすること
・動物に関する新しいトピックがあれば授業中に紹介することがあります
・配布プリントを、レポートして提出してもらうことがあります

最終課題の方法
ペーパーテストまたは授業中にスケッチしたノート

教室番号

科目名



回/週

15
成績評価の方法

最終課題：　　　　　　　60％
授業参加度：　　　　　　25％
出席　　　：　　　　　　　15％

履修上の注意事項
授業参加度は質疑応答、小テスト、提出物等による。
正当不正当等に関わらず、積極性を発揮する行為に対して評価する。

最終課題の方法
筆記試験

担当教員 三浦　希　(非常勤講師）

4

科目名 公衆衛生学

科目区分
自由選択

2年動物看護師専攻
単位数

6

7

教室番号 開講数 30

3

4

5

授業の内容及び方法・目的

講義概要

使用教材

1

2

人獣共通感染症：対策法

8

9

10

11

12

14
疫学

薬剤耐性

公衆衛生総論

環境衛生

食品の衛生

食中毒対策

食品衛生法

規格・基準

人獣共通感染症：感染症の分類

人獣共通感染症：予防
13

人獣共通感染症：世界での分布

人獣共通感染症：感染経路

人獣共通感染症：法律

人獣共通感染症：狂犬病

環境および食品衛生、疫学、人獣共通感染症について学び、人の健康の維持・増進や疾病予防への
応用について理解する。



回/週

最終課題：　　　　50　％
授業参加度：　　　　50　％
出席　　　：　　　　　　　％

履修上の注意事項

記述試験
成績評価の方法 最終課題の方法

12

術中麻酔モニター（ⒶP30-32、58-62）

手術当日の仕事の流れ、麻酔に使う薬（ⒶP56）

創傷管理、ドレーンの管理、骨折（ⒶP42-44、ⒷP11-19）

歯科学、歯石除去（ⒹP46-57）

8

9

10

栄養学（ⒶP39-41）

（ⒶP2-5、26-29、ⒸP128-131）

手術前準備、毛刈り、術野の消毒
（ⒶP7-12、25-26、ⒷP33、35-45、ⒸP138）

麻酔器、気管挿管（ⒶP21-23、ⒸP119-121）

11

6

7

1

2

3

4

5

滅菌と消毒（ⒶP15-16）局所麻酔と全身麻酔

全身麻酔、毛刈り、術野の消毒、器具だし

外科器具、縫合材料と縫合法（ⒶP45-53）

術前検査（ⒶP13-14、54-55）

授業の内容及び方法・目的

基本的な去勢、不妊手術の流れを理解し、手術準備、麻酔モニタリング、手術助手及び
周術期の動物管理の理論を学ぶ。

使用教材

Ⓐ動物看護の実践６（ファームプレス）
Ⓑ専門分野動物外科看護技術（inter zoo）
Ⓒ動物看護学テキスト（ファームプレス）谷口著
Ⓓビジュアルで学ぶ動物看護学（チクサン出版社）

講義概要
手洗い、手の拭き方、術着、手術手袋の装置法

科目名 動物外科看護学

4

30

科目区分
選択必修

2年動物看護師専攻
単位数

担当教員 中澤　茂樹　　　　　　　　（非常勤講師）

教室番号 開講数



週

　　　　公衆衛生行政法規（感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律）

　　　　　　　　〃　　　　　　 （狂犬病予防法、身体障害者補助犬法）

担当教員 三浦　希　（非常勤講師）

4

5

　　　　　　　　〃　　　　　（外来生物法、種の保存法、鳥獣保護法、ワシントン条約、ラムサール条約）

　　　　　　　　〃　　　　　 　（廃棄物処理法/演習問題・試験対策問題）

総論（法の基礎知識）

　〃　　（各分野・領域に関する法規/演習問題・試験対策問題）

各論　獣医事行政法規（獣医療法/演習問題・試験対策問題）

各論　　　　　〃　　　　　（獣医師法）

　　　　家畜衛生行政法規（家畜伝染病予防法）

　　　　　　　　〃　　　　　 　（愛がん動物用飼料の安全性の確保に関する法律）

　　　　　　　　〃　　　　　 　（その他の関連する法律/演習問題・試験対策問題）

　　　　　　　　〃　　　　　 　（その他の関連する法律/演習問題・試験対策問題）

　　　　薬事行政法規（医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律）

　　　　　　　　〃　　　 （その他の関連する法律/演習問題・試験対策問題）

6

7

3

2

動物看護師として職業上必要となる関連法規の知識を身につけ、看護師試験の対策を　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　行うと共に、卒業後の実務に生かす。

科目名 動物医療関係法規

科目区分
自由選択

2年動物看護師専攻
単位数

教室番号 開講数 15232または233

使用教材
配布プリント等

成績評価の方法
最終課題：　　　　　60％
授業参加度：　　　　25％
出席　　　：　　　　　15％

履修上の注意事項

講義時間内に、おおよそ一区切りごとに確認問題を配付する。回答時間を
設けた後、適宜指名して回答してもらい、その後解答と解説を行う、もしくは
宿題として次の講義で提出してもらい、採点して返却する。講義中の質疑等
に加えて学修状況として評価の対象となる。

最終課題の方法
筆記試験（プリント等の持ち込み無し）

授業の内容及び方法・目的

講義概要

14

15

8

9

10

11

12

13

1

2

　　　　環境行政関連法規（動物愛護及び管理に関する法律）



成績評価の方法
定 期 試 験 ： 60　％
授業参加度 ： 25　％
　出　　 席   ： 15　％

履修上の注意事項

授業参加度は質疑応答、小テスト、提出物等による

最終課題の方法
筆記試験

担当教員 門田　英敏　（学科教員）

さまざまな臨床検査の原理や方法、意義について学び、検体や測定機器の正しい扱い方、所
見の記録方法を修得する。
前期に行った内容を理論的に修得することを目標とする。

科目名 動物臨床検査学Ⅱ

教室番号 開講数 15臨床検査実習室

使用教材

3

授業の内容及び方法・目的

講義概要

14

15

8

9

10

11

12

13

1

2

皮膚検査

X線検査

超音波検査

4

5

眼科検査

外耳道検査

検査の種類と目的

身体一般検査

血液検査

尿検査

糞便検査

細胞診

心電図検査

内視鏡検査の基本的知識

CT・MRI検査の基本的知識

神経学的検査

6

7

1科目区分
自由選択

1年動物看護師専攻
単位数



履修上の注意事項

授業参加度は質疑応答、小テスト、提出物等による

13
院内コミュニケーション：動物医療保険

14
グリーフケア

15
ペットロス

10
院内コミュニケーション：チーム医療

11
院内コミュニケーション：受付業務

12
院内コミュニケーション：物品購入・管理

7
クライアントエデュケーション：在宅治療

8
院内コミュニケーション：インフォームドコンセント

9
院内コミュニケーション：医療面接のプロセス

授業の内容及び方法・目的
日常健康管理に関わる飼い主教育や事前問診、入院動物の容態説明、院内における他のス
タッフとのコミュニケーションの基礎について学ぶ

講義概要

担当教員 高砂　友美　（非常勤講師）

教室番号 開講数 15

成績評価の方法 最終課題の方法
定 期 試 験 ： 60　％
授業参加度 ： 25　％
　出　　 席   ： 15　％

筆記試験

4
クライアントエデュケーション：良好な関係作り

5
クライアントエデュケーション：適切な予防法

6

科目名 動物医療コミュニケーション

クライアントエデュケーション：接遇とホスピタリティー

1
クライアントエデュケーション：概論

2
クライアントエデュケーション：サービス

3
クライアントエデュケーション：適正飼育

使用教材

科目区分
自由選択

1年動物看護師専攻
単位数 1



成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　20　　　％

授業参加度：　　70　　　％
出席　　　：　　　10　　％

実技試験

履修上の注意事項
評価の詳細
授業参加度：各項目・作業における実習中のチェック（道具の使用、犬対
応、爪きり、足裏バリカン、シャンプー、ドライング、ブラッシング、スピード、

13 清掃・消毒

14 パーツごとのカット

15 一人でのトリミング

10 受付と接客

11 カルテ内容の把握と記入

12 ペアとのコミュニケーション

23

使用教材
トリミング道具・配布プリント

授業の内容及び方法・目的

常に犬のことを考え、犬とのコミュニケーションを大切にしながら犬の扱い・声かけ、保定法及び犬体
コントロールを学びます。トリミング実習Ⅰ修得したベーシックのスピードＵＰと完成度を高め限られた
時間内でのグルーミングを修得します。

2 犬とのコミュニケーションと犬体コントロールと保定

3 道具の使用法

4 ベーシックの時間と完成度：爪切り

5 ベーシックの時間と完成度：足裏バリカン

6 ベーシックの時間と完成度：耳掃除

7

講義概要

1 犬体チェック（皮膚・被毛・耳・目・その他健康状態）

科目名 トリミング実習ⅡA

ベーシックの時間と完成度：シャンプー

8 ベーシックの時間と完成度：ドライング

9 犬種ごとの足回りカット、触覚毛カット

担当教員 非常勤講師　伊藤・銭谷・秋山・瀧、　学科教員　山田

教室番号 トリミング実習室Ａ・Ｂ 開講数

科目区分
自由選択　1年

ドッグトレーナー・動物看
単位数 1



成績評価の方法
最終課題：　　20　　　％

授業参加度：　　70　　　％
出席　　　：　　　10　　％

履修上の注意事項
評価の詳細

授業参加度：各項目・作業における実習中のチェック（道具の使用、犬対
応、爪きり、足裏バリカン、ブラッシング、シャンプー、ブロー、スピード、仕上

最終課題の方法
実技試験

担当教員 非常勤講師　伊藤・銭谷・秋山・瀧、　学科教員　山田

常に犬のことを考え、犬とのコミュニケーションを大切にしながら犬の扱い・声かけ、保定法及び犬体
コントロールを学びます。これまで修得したベーシックのスピードＵＰと完成度を高めていきます。
また犬種ごとのクリップスタイルや毛量・毛質などによるシザーワークを修得します

科目名 トリミング実習Ⅱ

科目区分
自由選択

1年トリマー専攻
単位数 3

教室番号 開講数 135トリミング実習室Ａ・Ｂ

使用教材
トリミング道具　配布プリント　
テキスト（プードルテキスト、ドッググルーマーズワークブック）

3

授業の内容及び方法・目的

講義概要

14

15

8

9

10

11

12

13

1

2

実習室内での気配りとコミュニケーション

時間配分

受付と接客

4

5

リボンつけ

清掃・消毒

犬体チェック（皮膚・被毛・耳・目・その他健康状態）

犬とのコミュニケーションと犬体コントロールと保定

道具の使用方法とよりベストな使い分け

ベーシック：スピードアップ

ベーシック：完成度

ベーシック：シャンプー・ブローの完成度とスピードアップ

犬種ごとのクリップスタイル

カルテ内容の把握と記入

オーダーのイメージと実践

ポートフォリオ（写真と振り返り）

6

7



成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　20　　　％

授業参加度：　　70　　　％
出席　　　：　　　10　　％

実技試験

履修上の注意事項
評価の詳細
授業参加度：各項目・作業における実習中のチェック（道具の使用、犬対
応、爪きり、足裏バリカン、シャンプー、ドライング、ブラッシング、スピード、

13 清掃・消毒

14 実習室内全体への気配り

15 ペアとのコミュニケーション

10 触覚毛カット

11 受付と接客

12 カルテ内容の把握と記入

7 ベーシックの時間と完成度：シャンプー

8 ベーシックの時間と完成度：ドライング

9 犬種ごとの足回りカット

4 ベーシックの時間と完成度：爪切り

1 犬体チェック（皮膚・被毛・耳・目・その他健康状態）

2 犬とのコミュニケーションと犬体コントロールと保定

3 道具の使用法

使用教材
トリミング道具・配布プリント

授業の内容及び方法・目的

常に犬のことを考え、犬とのコミュニケーションを大切にしながら犬の扱い・声かけ、保定法及び犬体
コントロールを学びます。トリミング実習Ⅰ・Ⅱで修得したベーシックのスピードＵＰと完成度を高め限ら
れた時間内でのグルーミングを修得します。

講義概要

担当教員 非常勤講師　伊藤・銭谷・秋山・瀧、　学科教員　山田

教室番号 トリミング実習室Ａ・Ｂ 開講数 46

科目名 トリミング実習ⅢA・ⅣA

5 ベーシックの時間と完成度：足裏バリカン

6 ベーシックの時間と完成度：耳掃除

科目区分
2年　自由選択

動物看護・ドッグトレー
単位数 2



8
9
10
11
12
13
14
15

最終課題：　　20　　　％
授業参加度：　　70　　　％
出席　　　：　　　10　　％

トリマーライセンス

履修上の注意事項
評価の詳細
ライセンス試験は１２月に実施40％

授業参加度

全貌とバランス
完成度
担当犬との関係構築
毎日の担当犬お手入れ
１年生への担当犬引継ぎ

7
ブローの完成度

欠点のカバー力
時間配分
イメージ

4
表現

5
ベーシック

6
シャンピングへのこだわりと完成度

2
被毛

3
理論

使用教材
トリミング道具　配布プリント　
テキスト（プードルテキスト、ドッググルーマーズワークブック）

授業の内容及び方法・目的

担当犬（プードル）のトリミングを通してプードルのスタンダードを学びイメージを持ち、欠点をカバーし
理想とするものを自分のカットで表現します。
トリマーライセンス取得を目指します。

講義概要

担当教員 非常勤講師　伊藤・銭谷・秋山・瀧、　学科教員　山田

教室番号 トリミング実習室Ａ・Ｂ 開講数 114

成績評価の方法 最終課題の方法

科目区分
自由選択

2年トリマー専攻
単位数 5

1
骨格

科目名 トリミング実習Ⅳ・C



履修上の注意事項

13

14

15

10

11

12

9

4 記録

5 振り返り

6

1 実務

2 清掃

3 接客対応

成績評価の方法 最終課題の方法
最終課題：　　20　　　％

授業参加度：　　70　　　％
出席　　　：　　　10　　％

平常点・振り返り・実習での評価

使用教材

授業の内容及び方法・目的

業界と連携した学外実習先において、体験を中心とした学びを通じて、業界への理解を深め、モチ
ベーションの向上を図ります。

講義概要

担当教員 契約施設　担任

教室番号 開講数 23

科目名 業界研修Ⅱ

7

8

科目区分
2年自由選択

トリマー・トレーナー
単位数 1



14
15

最終課題：　　　　　　　10％
授業参加度：　　　　　 75％
出席　　　：　　　　　　　15％

レポート

履修上の注意事項
「特定NPO法人北海道しっぽの会」現場実習
「環境省ウトナイ湖野生鳥獣保護センター」見学訪問
動物愛護イベントの参加

13

成績評価の方法 最終課題の方法

10

11

12

担当教員 門田　英敏　（学科教員）

教室番号 開講数 23

科目名 動物愛護保護実習

科目区分
2年　自由選択
ドッグトレーナー

単位数 1

7
多頭飼育猫と保護団体

8
野生鳥獣保護

9
動物愛護イベントにおける啓蒙活動の実際

4
保護猫の飼養管理

5
保護犬猫の健康管理

6
収益グッズの作成

1
保護犬の衛生管理

2
保護犬の美容

3
保護犬の運動・馴化

使用教材

授業の内容及び方法・目的
動物保護の現場へ赴き、犬猫の保護活動の実務を学ぶ。

講義概要


